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1 HP Officejet 4630 e-All-in-One series ヘル

プ

HP Officejet 4630 series の使用方法

● 4 ページのプリンター各部の名称

● 6 ページのコントロール パネルとステータス ランプ

● 28 ページのメディアのセット

● 9 ページの「印刷」

● 36 ページのドキュメントのコピー

● 39 ページのコンピューターへのスキャン

● 77 ページのカートリッジの交換

● 94 ページの紙詰まりの解消

● 74 ページの推定インクレベルの確認
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2 HP Officejet 4630 series を知ろう

● プリンター各部の名称

● コントロール パネルとステータス ランプ

● ワイヤレス設定
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プリンター各部の名称
● HP Officejet 4630 series の正面および上面図

1 カバー

2 原稿押さえ

3 スキャナのガラス面

4 自動ドキュメント フィーダー (ADF)

5 カートリッジ アクセス ドア

6 クリーンアウト

7 プリンター ディスプレイ

8 コントロール パネル

9 用紙トレイ

10 延長排紙トレイ (用紙補助トレイ)

11 カートリッジ アクセス エリア

12 横方向用紙ガイド
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● HP Officejet 4630 series の背面図

13 ファクス ポート (2-EXT)

14 ファクス ポート (1-LINE)

15 USB ポート

16 電源接続
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コントロール パネルとステータス ランプ
図 2-1  コントロール パネルの機能

機能 説明

1 [オン] ボタン： プリンターの電源のオン、オフを切り替えます。

2 [ホーム]： ホーム 画面に戻ります。この画面は、プリンターの電源をオンにした
ときに最初に表示される画面です。

3 [上] ボタン： このボタンを使用してメニュー間を移動し、コピー枚数を選択しま
す。

4 [ワイヤレス]ステータス ランプ： 青いランプはワイヤレス接続を示します。

5 [ワイヤレス] ボタン： ワイヤレス状態とメニュー オプションを表示するには、こ
のボタンを押します。 Wi-Fi Protected Setup (WPS) プッシュ ボタン モードを起動
するには、ランプが点滅するまでボタンを押し続けます。

6 [キーパッド]： 数字やテキストを入力するにはキーパッドを使用します。

7 [戻る]： 前の画面に戻ります。

8 [選択ボタン]： このボタンの機能は、プリンター ディスプレイ上の表示内容に応
じて変化します。

9 [OK]： 現在の選択を確認します。

10 [下] ボタン： このボタンを使用してメニュー間を移動し、コピー枚数を選択しま
す。

11 [ヘルプ]： ホーム 画面では、すべてのヘルプ トピックを表示します。 他の画面で
は、現在の操作で役立つ、ディスプレイに関する情報またはアニメーションを表示
します。

12 [ePrint] ボタン： ボタンを押して [Web サービス 設定] メニューを表示します。こ
こから、プリンターの電子メール アドレスの表示と ePrint の設定を行うことがで
きます。
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図 2-2  オン ボタン ランプ

ランプの動作 解決策

オフ プリンターの電源がオフになっています。

淡色表示 プリンターがスリープ モードであることを示します。 非動作状態が 5 分続いた後
にプリンターが自動的にスリープ モードに入ります。

速い点滅 エラーが発生しました。 プリンター ディスプレイ上のメッセージを参照してくだ
さい。

ゆっくりした点滅 プリンターは初期化中またはシャット ダウン中であることを示します。

オン プリンターは印刷中、スキャン中、コピー中、またはオンで、いつでも印刷できる
状態です。

図 2-3  ワイヤレス ステータス ランプ

ランプの動作 解決策

オフ ワイヤレスがオフです。 プリンター ディスクプレイでワイヤレス メニューにア
クセスするには、[ワイヤレス] ボタンを押します。 ワイヤレス メニューを使用し
てワイヤレス印刷を有効にします。

ゆっくりした点滅 ワイヤレス接続されています。またはワイヤレスはオンですが、ネットワークに接
続されていません。 接続を確立できない場合は、プリンターがワイヤレス信号の
届く範囲内にあることを確認してください。

速い点滅 ワイヤレス エラーが発生しています。 プリンター ディスプレイ上のメッセージ
を参照してください。

オン ワイヤレス接続が確立され、印刷が可能です。
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ワイヤレス設定
ワイヤレス状態とメニュー オプションを表示するには、[ワイヤレス] ボタンを押します。

● プリンターにワイヤレス ネットワークへのアクティブな接続がある場合、ワイヤレス ランプが
青色に点灯し、プリンター ディスプレイに [接続] およびプリンターの IP アドレスが表示されま

す。

● ワイヤレスが [オフ] の場合、ワイヤレス ランプが消灯し、ディスプレイ画面に [ワイヤレス オフ]
と表示されます。

● ワイヤレスが有効 (ワイヤレス通信がオン) になっていても、ワイヤレス接続が確立されていない

場合、ワイヤレス ランプが点滅し、ディスプレイ画面に [接続中] または [未接続] と表示されま
す。

プリンター ディスプレイを使用して、ワイヤレス ネットワークに関する情報の入手、ワイヤレス接
続の確立などの操作が行えます。

使用方法 操作手順

ネットワーク設定ページを印刷します。 ネットワー
ク設定ページには、ネットワークの状態、ホスト名、
ネットワーク名などが表示されます。

1. [ワイヤレス] ボタンを押して [ワイヤレス状態] メ
ニューを表示します。

2. [設定] の横のボタンを押して [ワイヤレス設定] メ
ニューを表示します。

3. [レポートの印刷] を選択してから、[設定ページ]
を選択します。

ワイヤレス ネットワーク テスト レポートを印刷しま
す。 ワイヤレス ネットワーク テスト レポートには、
ワイヤレス ネットワークの状態、ワイヤレス信号強
度、検出されたネットワークなどの診断結果が表示さ
れます。

1. [ワイヤレス] ボタンを押して [ワイヤレス状態] メ
ニューを表示します。

2. [設定] の横のボタンを押して [ワイヤレス設定] メ
ニューを表示します。

3. [レポートの印刷] を選択してから、[テスト レポー
ト] を選択します。

ネットワーク設定をデフォルト設定に戻します。 1. [ワイヤレス] ボタンを押して [ワイヤレス状態] メ
ニューを表示します。

2. [設定] の横のボタンを押して [ワイヤレス設定] メ
ニューを表示します。

3. [デフォルトに戻す] を選択します。

4. デフォルトに戻すため選択内容を確定します。

ワイヤレスをオン/オフにします。 1. [ワイヤレス] ボタンを押して [ワイヤレス設定] メ
ニューを表示します。

2. [ワイヤレス] を選択します。

3. [ワイヤレス オン/オフ] メニューから、[オン] また
は [オフ] を選択します。

Wi-Fi Protected Setup (WPS) 接続を確立します。 詳しくは、84 ページの Wi-Fi Protected Setup (WPS –
WPS ルーターが必要)を参照してください。

プリンターをワイヤレス ネットワークに接続します。 詳しくは、85 ページの従来のワイヤレス接続 (ルー
ターが必要)を参照してください。
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3 印刷

● ドキュメントの印刷

● 写真の印刷

● 封筒の印刷

● クイック フォームの印刷

● HP ワイヤレス ダイレクト での印刷

● 最大 dpi を使用した印刷

● 印刷完了のヒント
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ドキュメントの印刷

用紙をセットするには

1. 用紙トレイが開いていることを確認します。

2. 横方向用紙ガイドを移動して完全に開きます。

3. 用紙トレイに用紙をセットします。 印刷面を下に向けて置いてください。

4. 用紙の束をプリンターの奥まで押し入れます。

5. 横方向用紙ガイドを移動して、用紙の端にぴったりとそろえます。

ドキュメントを印刷するには

1. お使いになるソフトウェアの [ファイル] メニューで [印刷] をクリックします。

2. お使いのプリンターが選択されていることを確認します。

3. [プロパティ] ダイアログ ボックスを開くボタンをクリックします。

ソフトウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プリンタ設定]、[プリンタ
のプロパティ]、[プリンタ]、 [プリファレンス] などの名前になっています。

4. 適切なオプションを選択します。

● [用紙/品質] タブで、[トレイ選択] 領域の [メディア] ドロップダウン リストから適切な用紙
の種類を選択し、[品質設定] 領域で適切な印刷品質を選択します。

● [詳細] ボタンをクリックし、[用紙/出力] の [用紙サイズ] ドロップダウン リストから適切な

用紙サイズを選択します。

詳細については、22 ページの印刷完了のヒントを参照してください。

5. [OK] をクリックして、[プロパティ] ダイアログ ボックスを閉じます。

6. 印刷を開始するには、[印刷] または [OK] をクリックします。

ソフトウェアから印刷するには

1. お使いのソフトウェアで、[ファイル] メニューの [プリント] をクリックします。

2. HP Officejet 4630 series が使用するプリンターとして選択されていることを確認します。
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3. ページのプロパティを指定します。

[プリント] ダイアログにオプションが表示されない場合は、以下を実行します。

● OS X 10.6： 印刷オプションを使用するには [プリンタ] 項目の横にある青色の三角形をクリ

ックします。

● OS X Lion および Mountain Lion： [詳細表示] をクリックすると、印刷オプションが表示され

ます。

注記：お使いのプリンターには次のオプションがあります。 オプションの場所はアプリケーショ
ンごとに異なる場合があります。

● 用紙のサイズを選択します。

● 用紙の方向を選択します。

● 拡大／縮小の比率を入力します。

4. [プリント] をクリックします。

ページの両面に印刷するには

1. お使いになるソフトウェアの [ファイル] メニューで [印刷] をクリックします。

2. お使いのプリンターが選択されていることを確認します。

3. [プロパティ] ダイアログ ボックスを開くボタンをクリックします。

ソフトウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プリンタ設定]、[プリンタ
のプロパティ]、[プリンタ]、 [プリファレンス] などの名前になっています。

4. 適切なオプションを選択します。

● [用紙/品質] タブで、[トレイ選択] 領域の [メディア] ドロップダウン リストから適切な用紙

の種類を選択し、[品質設定] 領域で適切な印刷品質を選択します。

● [詳細] ボタンをクリックし、[用紙/出力] の [用紙サイズ] ドロップダウン リストから適切な

用紙サイズを選択します。

詳細については、22 ページの印刷完了のヒントを参照してください。

5. [レイアウト] タブで、[長辺綴じ] または [短辺綴じ] を [両面印刷] ドロップダウン リストから選
択します。

6. [OK] をクリックして印刷します。

注記：ドキュメントを 1 ぺージ印刷すると、数秒間の待機を指示するプロンプトが表示されま
す。 次に、用紙の裏面が自動的にセットされます。 用紙を手動でセットする必要はありません。

ページの両面にプリントするには

1. お使いのソフトウェアで、[ファイル] メニューの [プリント] をクリックします。

2. [プリント] ダイアログのポップアップ メニューから、[レイアウト] を選択します。

3. 両面印刷の綴じ方を選択し、[プリント] をクリックします。
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写真の印刷

フォト用紙をセットするには

1. 用紙トレイが開いていることを確認します。

2. 横方向用紙ガイドを移動して完全に開きます。

3. 用紙トレイからすべての用紙を取り出し、印刷面を下にしてフォト用紙をセットします。

4. フォト用紙の束をプリンターの奥まで押し入れます。

5. 横方向用紙ガイドを移動して、フォト用紙の端にぴったりとそろえます。

フォト用紙に写真を印刷するには

1. お使いになるソフトウェアの [ファイル] メニューで [印刷] をクリックします。

2. お使いのプリンターが選択されていることを確認します。

3. [プロパティ] ダイアログ ボックスを開くボタンをクリックします。

ソフトウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プリンタ設定]、[プリンタ
のプロパティ]、[プリンタ]、 [プリファレンス] などの名前になっています。

4. 適切なオプションを選択します。

● [用紙/品質] タブで、[トレイ選択] 領域の [メディア] ドロップダウン リストから適切な用紙
の種類を選択し、[品質設定] 領域で適切な印刷品質を選択します。

● [詳細] タブをクリックして、[用紙サイズ] ドロップダウン リストから適切な用紙サイズを
選択します。

詳細については、22 ページの印刷完了のヒントを参照してください。

注記：最大 dpi 解像度については、[用紙/品質] タブに移動して、[メディア] ドロップダウン リス

トから [フォト用紙] を選択し、[品質設定] 領域で [高品質] を選択します。 次に、[詳細] ボタン
をクリックし、[最大 DPI で印刷する] ドロップダウン リストから [はい] を選択します。 グレー
スケールで印刷する場合、[グレースケールで印刷] ドロップダウン リストから [高画質グレース
ケール] を選択します。

5. [OK] をクリックして、[プロパティ] ダイアログ ボックスに戻ります。

6. [OK] をクリックして、[印刷]、または [印刷] ダイアログ ボックスの [OK] をクリックします。
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注記：印刷が終了したら、用紙トレイから未使用のフォト用紙を取り除いてください。 用紙が波打っ
て印刷品質が低下することがないようにフォト用紙を保管してください。

コンピュータから写真を印刷するには

1. お使いのソフトウェアで、[ファイル] メニューの [プリント] をクリックします。

2. HP Officejet 4630 series が使用するプリンターとして選択されていることを確認します。

3. 印刷オプションを設定します。

[プリント] ダイアログにオプションが表示されない場合は、以下を実行します。

● OS X 10.6： 印刷オプションを使用するには [プリンタ] 項目の横にある青色の三角形をクリ
ックします。

● OS X Lion および Mountain Lion： [詳細表示] をクリックすると、印刷オプションが表示され

ます。

注記：お使いのプリンターには次のオプションがあります。 オプションの場所はアプリケーショ
ンごとに異なる場合があります。

a. [用紙サイズ] ポップアップ メニューから適切な用紙サイズを選択します。

b. [方向] を選択します。

c. ポップアップ メニューから、[用紙の種類/品質] を選択し、続けて次の設定を選択します。

● [用紙の種類]： 適切なフォト用紙の種類

● [品質]： [高画質] または [最大 dpi]

● [カラー オプション] の三角マークをクリックして、適切な [写真の修正] オプションを
選択します。

◦ [オフ] 画像に変更を適用しません。

◦ [標準] 自動的に画像の焦点を調整し、 シャープネスも適度に調整します。

4. その他の必要な印刷設定を行い、[印刷] をクリックします。
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封筒の印刷
HP Officejet 4630 series の用紙トレイには、1 枚または複数の封筒をセットすることができます。 ま
た、光沢紙を使った封筒やエンボス加工された封筒、あるいは留め具付きの封筒や窓付き封筒は使わ
ないでください。

注記：封筒に印刷するための書式設定については、お使いのワープロ ソフトのヘルプ ファイルを参
照してください。

封筒をセットするには

1. 用紙トレイが開いていることを確認します。

2. 横方向用紙ガイドを移動して完全に開きます。

3. 封筒を用紙トレイの中央に置きます。 印刷面を下に向けて置いてください。 封筒のフタは折っ
てセットしてください。

4. 封筒の束をトレイの奥まで押し入れます。

5. 横方向用紙ガイドを移動して、封筒の端にぴったりとそろえます。

封筒に印刷するには

1. お使いになるソフトウェアの [ファイル] メニューで [印刷] をクリックします。

2. お使いのプリンターが選択されていることを確認します。

3. [プロパティ] ダイアログ ボックスを開くボタンをクリックします。

ソフトウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プリンタ設定]、[プリンタ
のプロパティ]、[プリンタ]、 [プリファレンス] などの名前になっています。

4. 適切なオプションを選択します。

● [用紙/品質] タブで、[トレイ選択] 領域の [メディア] ドロップダウン リストから適切な用紙

の種類を選択し、[品質設定] 領域で適切な印刷品質を選択します。

● [詳細] タブをクリックして、[用紙サイズ] ドロップダウン リストから適切な用紙サイズを
選択します。

詳細については、22 ページの印刷完了のヒントを参照してください。

5. [OK] をクリックして、[印刷]、または [印刷] ダイアログ ボックスの [OK] をクリックします。
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封筒に印刷するには

1. お使いのソフトウェアで、[ファイル] メニューの [プリント] をクリックします。

2. HP Officejet 4630 series が使用するプリンターとして選択されていることを確認します。

3. 印刷オプションを設定します。

[プリント] ダイアログにオプションが表示されない場合は、以下を実行します。

● OS X 10.6： 印刷オプションを使用するには [プリンタ] 項目の横にある青色の三角形をクリ

ックします。

● OS X Lion および Mountain Lion： [詳細表示] をクリックすると、印刷オプションが表示され
ます。

注記：お使いのプリンターには次のオプションがあります。 オプションの場所はアプリケーショ
ンごとに異なる場合があります。

a. [用紙サイズ] ポップアップ メニューから適切な封筒のサイズを選択します。

b. ポップアップ メニューから、[用紙の種類/品質] を選択し、用紙の種類の設定が 普通紙 にな
っていることを確認します。

4. [プリント] をクリックします。
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クイック フォームの印刷
[クイック フォーム] を使用して、カレンダー、チェック リスト、ゲーム、ノート用紙、方眼紙、五線
紙を印刷できます。

[クイック フォーム] を印刷するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で、[上] ボタンと [下] ボタンを押し、[クイック フォーム]
を選択して [OK] を押します。

ヒント：プリンター ディスプレイに [クイック フォーム] オプションが表示されない場合、[ホー
ム] ボタンを押し、[クイック フォーム] が表示されるまで [上] ボタンと [下] ボタンを押します。

2. [上] ボタンと [下] ボタンを押していずれかの [クイック フォーム] オプションを選択し、[OK] を
押します。

3. 印刷するフォームの種類を選択したら、印刷枚数を選択し、[OK] を押します。
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HP ワイヤレス ダイレクト での印刷
HP ワイヤレス ダイレクトでは、コンピューター、スマートフォン、タブレット、その他のワイヤレ

ス対応デバイスから、既存のワイヤレス ネットワークに接続せずにワイヤレス印刷を実行できます。

HP ワイヤレス ダイレクト を使用するときには、次の点に注意してください。

● コンピューターまたはモバイル デバイスに必要なソフトウェアが存在することを確認します。

コンピューターを使用する場合、プリンターに付属するプリンター ソフトウェアがインストール
されている必要があります。

● モバイル デバイスを使用する場合、互換性のある印刷アプリケーションがインストールされてい
る必要があります。 モバイル印刷に関する詳細は、www.hp.com/global/us/en/eprint/
mobile_printing_apps.html をご覧ください。

● プリンターで HP ワイヤレス ダイレクトがオンになっており、必要な場合、セキュリティが有効
になっていることを確認します。 詳しくは、89 ページのルーターなしでのプリンターへのワ

イヤレス接続を参照してください。

● 最大 5 台のコンピューターとモバイルデバイスが、同じ HP ワイヤレス ダイレクト接続を使用で

きます。

● HP ワイヤレス ダイレクト は、プリンターが USB ケーブルでコンピューターに接続されている場

合や、ワイヤレス接続を使用してネットワークに接続されている場合も使用できます。

● HP ワイヤレス ダイレクトを使用して、コンピューター、モバイル デバイス、またはプリンター
をインターネットに接続することはできません。

詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。

注記：現時点では、この Web サイトはすべての言語には対応していません。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● ワイヤレス対応モバイル デバイスからの印刷

● ワイヤレス対応コンピューターからの印刷

ワイヤレス対応モバイル デバイスからの印刷

モバイル デバイスに互換性のある印刷アプリケーションがインストールされていることを確認しま
す。 詳細は、www.hp.com/global/us/en/eprint/mobile_printing_apps.html をご覧ください。

1. プリンターで HP ワイヤレス ダイレクト がオンになっていることを確認します。 詳しくは、

89 ページのルーターなしでのプリンターへのワイヤレス接続を参照してください。

2. モバイル デバイスの Wi-Fi 接続をオンにします。 詳細は、モバイル デバイスに付属のマニュア
ルを参照してください。

注記：お使いのモバイル デバイスが Wi-Fi をサポートしていない場合は、HP ワイヤレス ダイレ
クト を使用することはできません。

3. モバイル デバイスから新しいネットワークに接続します。 新しいワイヤレス ネットワークまた
はホットスポットに接続する際に普段使用している操作を実行してください。 表示されたワイ
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ヤレス ネットワークの一覧から、HP-Print-**-Officejet 4630 series (** はプリンターを識別するた

めの固有の文字) などの HP ワイヤレス ダイレクト 名を選択します。

HP ワイヤレス ダイレクト でセキュリティが有効になっている場合、プロンプトに従ってパスワ

ードを入力します。

4. ドキュメントを印刷します。

ワイヤレス対応コンピューターからの印刷

1. プリンターで HP ワイヤレス ダイレクト がオンになっていることを確認します。 詳しくは、
89 ページのルーターなしでのプリンターへのワイヤレス接続 を参照してください。

2. コンピューターの Wi-Fi 接続をオンにします。 詳細は、コンピューターに付属のマニュアルを参

照してください。

注記：お使いのコンピューターが Wi-Fi をサポートしていない場合は、HP ワイヤレス ダイレクト
を使用することはできません。

3. コンピューターから新しいネットワークに接続します。 新しいワイヤレス ネットワークまたは
ホットスポットに接続する際に普段使用している操作を実行してください。 表示されたワイヤ
レス ネットワークの一覧から、HP-Print-**-Officejet 4630 series (** はプリンターを識別するため

の固有の文字) などの HP ワイヤレス ダイレクト 名を選択します。

HP ワイヤレス ダイレクト でセキュリティが有効になっている場合、プロンプトに従ってパスワ

ードを入力します。

4. プリンターがインストールされ、ワイヤレス ネットワーク経由でコンピューターに接続されてい
る場合は、ステップ 5 に進みます。 プリンターがインストールされ、USB ケーブルでコンピュー

ターに接続されている場合、前述の手順を実行して HP ワイヤレス ダイレクト 接続を使用して

プリンター ソフトウェア をインストールします。

a. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行します。

● Windows 8： [スタート] 画面の空き領域を右クリックし、App バーの [すべての Apps] を
クリックして、[プリンタのセットアップとソフトウェア] をクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタート]
をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP OFFICEJET 4630
series]、[プリンタのセットアップとソフトウェア] の順にクリックします。

b. [新しいプリンタを接続する] を選択します。

c. [接続オプション] ソフトウェア画面が表示されたら、[ワイヤレス] を選択します。

検出されたプリンターの一覧から [HP OFFICEJET 4630 series] を選択します。

d. 画面の指示に従ってください。

5. ドキュメントを印刷します。

1. プリンターで HP ワイヤレス ダイレクト 印刷がオンになっていることを確認します。

2. AirPort をオンにします。

詳しくは、Apple 提供のマニュアルを参照してください。
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3. AirPort アイコンをクリックし、HP ワイヤレス ダイレクト名を選択します。例えば、HP-Print-**-
Officejet 4630 series (** はプリンターを識別する固有の文字) などです。

HP ワイヤレス ダイレクトでセキュリティが有効になっている場合、プロンプトに従ってパスワ

ードを入力します。

4. プリンターを追加します。

a. [システム環境設定] で、オペレーティングシステムに応じて [プリントとファクス] または
[プリントとスキャン] を選択します。

b. 左側のプリンターのリストの下の + をクリックします。

c. 検出されたプリンターのリストからプリンターを選択し (プリンター名の隣の右側の列に

“Bonjour” という語が表示されています)、[追加] をクリックします。
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最大 dpi を使用した印刷
フォト用紙に高品質でシャープなイメージを印刷するには、最大 dpi モードを使用します。

最大 dpi で印刷すると、他の設定よりも印刷時間が長くなり、大量のメモリが必要になります。

最大 dpi モードで印刷するには

1. ソフトウェアから [印刷] を選択します。

2. お使いのプリンターが選択されていることを確認します。

3. [プロパティ] ダイアログ ボックスを開くボタンをクリックします。

ソフトウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プリンタ設定]、[プリンタ
のプロパティ]、[プリンタ]、 [プリファレンス] などの名前になっています。

4. [用紙/品質] タブをクリックします。

5. [メディア] ドロップダウン リストで、利用可能なリストからメディアの種類を選択します。

● 普通紙

● HP フォト用紙またはその他のフォト用紙

● HP ブローシャ用紙 (つや消し) または HP プロフェッショナル用紙

● HP ブローシャ用紙 (光沢) または HP プロフェッショナル用紙

● HP アイロン プリントまたはその他の特殊用紙

● HP プレゼンテーション用紙 (つや消し) またはその他のつや消し用紙

● その他の特殊用紙 (光沢)

6. [詳細設定] ボタンをクリックします。

7. [プリンタの機能] 領域の印刷品質から [最大 dpi で印刷] を選択します。

8. [用紙サイズ] ドロップダウン リストから適切な用紙サイズを選択します。

9. [OK] をクリックして拡張オプションを閉じます。

10. [レイアウト] タブで、[印刷の向き] を確認し、[OK] をクリックして印刷します。

最大 dpi を使って印刷するには

1. お使いのソフトウェアで、[ファイル] メニューの [プリント] をクリックします。

2. HP Officejet 4630 series が使用するプリンターとして選択されていることを確認します。

3. 印刷オプションを設定します。

[プリント] ダイアログにオプションが表示されない場合は、以下を実行します。

● OS X 10.6： 印刷オプションを使用するには [プリンタ] 項目の横にある青色の三角形をクリ

ックします。

● OS X Lion および Mountain Lion： [詳細表示] をクリックすると、印刷オプションが表示され

ます。
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注記：お使いのプリンターには次のオプションがあります。 オプションの場所はアプリケーショ
ンごとに異なる場合があります。

a. [用紙サイズ] ポップアップ メニューから適切な用紙サイズを選択します。

b. ポップアップ メニューから、[用紙の種類/品質] を選択し、続けて次の設定を選択します。

● [用紙の種類]： 適切なフォト用紙の種類

● [品質]： [高画質] または [最大 dpi]

4. 必要に応じてその他の印刷設定を選択し、[プリント] をクリックします。
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印刷完了のヒント
印刷に失敗しないためには、HP カートリッジが正しく動作し、インク残量が十分にあり、用紙を正し

くセットし、プリンターを適切に設定する必要があります。 印刷設定は、コピーまたはスキャンに適
用されません。

インクのヒント

● HP 製インク カートリッジを使用します。

● 黒のカートリッジと 3 色カラー カートリッジを正しく装着します。

詳しくは、77 ページのカートリッジの交換を参照してください。

● カートリッジの推定インク レベルを確認して、インクが十分にあることを確認します。

詳しくは、74 ページの推定インクレベルの確認を参照してください。

● 印刷品質に満足できない場合は、100 ページの印刷品質の改善 を参照してください。

● プリンター のノズルを保護するため、プリンターの電源を切る場合は、常に [オン] ボタンを押
してください。

用紙をセットするときのヒント

● 用紙の束をセットします (用紙は、1 枚のみをセットしないでください)。 紙詰まりを防ぐため、

すべて同じサイズと種類の用紙を使用してください。

● 印刷面を下にして用紙をセットします。

● 用紙を用紙トレイに平らに置き、端が折れたり破れたりしないようにセットしてください。

● すべての用紙がぴったり収まるように、用紙トレイの横方向用紙ガイドを調整してください。 横
方向用紙ガイドで用紙トレイの用紙を折らないようにしてください。

詳しくは、28 ページのメディアのセットを参照してください。

プリンター設定のヒント

● デフォルトの印刷設定を変更するには、プリンター ソフトウェアの [印刷、スキャン、ファクス]
クリックしてから、[基本設定] をクリックします。

オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行してプリンター ソフトウェアを開
きます。

◦ [Windows 8]： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、App バ
ーの [すべての Apps] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

◦ [Windows 7]、[Windows Vista]、および [Windows XP]： コンピューターのデスクトップで、

[スタート] をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet
4630 series]、[HP Officejet 4630 series] の順にクリックします。

● 1 枚の用紙に印刷するページ数を選択するには、[レイアウト] タブで [用紙あたりのページ数] ド
ロップダウン リストから適切なオプションを選択します。

● ページの向きを変更する場合は、使用するアプリケーションのインターフェースで用紙の向きを
設定します。
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● その他の印刷設定を表示するには、[レイアウト] タブまたは [用紙/品質] タブで、[詳細] ボタン

をクリックして [詳細オプション] ダイアログ ボックスを開きます。

◦ [グレースケールで印刷]： 黒のインクだけを使用して、ドキュメントをモノクロで印刷する
ことができます。 [黒インクのみ] を選択して、[OK] ボタンをクリックします。

◦ [フチ無し印刷]： フチ無しで写真を印刷するには、この機能を選択します。 用紙の種類に
よっては、この機能を利用できません。 [メディア] ドロップダウン リストで選択した用紙
の種類がこの機能に対応していない場合は、オプションの横に警告アイコンが表示されま
す。

◦ [レイアウトの保護]: この機能は両面印刷の場合だけ使用できます。 画像が印刷可能な範囲

より大きい場合、この機能を選択してページの内容を縮小し、余白を小さくして余分なペー
ジが印刷されないようにします。

◦ [HP Real Life 技術]: この機能は、画像をなめらかでシャープにし、印刷品質を向上させます。

◦ [ブックレット]: 複数ページの文書をブックレットとして印刷することができます。 折り畳

むと用紙の半分の大きさのブックレットになるように、用紙の各面にそれぞれ 2 ページを配
置します。 ドロップダウン リストから綴じ方を選択し、[OK] をクリックします。

● [ブックレット-左綴じ]: ブックレットに折り畳むと左側が綴じる側になります。 左か

ら右に読む場合は、このオプションを選択します。

● [ブックレット-右綴じ]: ブックレットに折り畳むと右側が綴じる側になります。 右か
ら左に読む場合は、このオプションを選択します。

注記：[レイアウト] タブのプレビューには、[ブックレット] ドロップダウン リストで選択
した内容は反映されません。

◦ [用紙あたりのページ数のレイアウト]: 1 枚の用紙に 3 ページ以上が含まれるドキュメント

を印刷する場合に、ページの順序を指定することができます。

注記： [レイアウト] タブのプレビューには、[用紙あたりのページ数のレイアウト] ドロッ
プダウン リストで選択した内容は反映されません。

● 印刷のショートカットを使用すると、設定時間を節約できます。 印刷のショートカットには、特
定の種類のジョブに適した設定値が保存されるため、1 回のクリックですべてのオプションを設

定することができます。 ショートカットを使用するには、[印刷ショートカット] タブに移動して
印刷ショートカットを 1 つ選択し、[OK] をクリックします。

新しい印刷ショートカットを追加するには、[レイアウト] タブまたは [用紙/品質] タブで設定を

作成した後で、[印刷ショートカット] タブをクリックし、[名前を付けて保存] をクリックして名
前を入力し、[OK] をクリックします。

印刷ショートカットを削除するには、ショートカットを選択して、[削除] をクリックします。

注記：デフォルトの印刷ショートカットは削除できません。
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プリンター設定のヒント

● [プリント] ダイアログの[用紙サイズ] ポップアップ メニューで、プリンターにセットした用紙サ
イズを選択します。

● [プリント] ダイアログの [用紙の種類/品質] ポップアップ メニューを選択し、適切な用紙の種類

と印刷品質を選択します。

● モノクロのドキュメントを黒インクだけを使って印刷するには、ポップアップ メニューから [用
紙の種類/品質] を選択し、[カラー] ポップアップ メニューから グレー スケール を選択します。

注意

● HP 製インク カートリッジは、HP プリンターおよび用紙で最高の性能が得られるように設計さ

れ、何度もテストされています。

注記：他社製サプライ品の品質および信頼性は保証できません。 HP 製以外のサプライ品を使用

した結果、必要になったサービスや修理については保証対象になりません。

ご購入の製品が HP 純正カートリッジと思われる場合は、次のサイトをご覧ください。
www.hp.com/go/anticounterfeit

● インク レベルの警告およびインジケーターが示すインク レベルは、インク交換のタイミングを
示す予測にすぎません。

注記：インク残量が少ないという警告メッセージが表示されたら、印刷できなくなる前に交換用
のカートリッジを準備してください。 印刷品質が使用に耐えないレベルに達するまでインク カ
ートリッジを交換する必要はありません。

● 印刷ドライバで選択したソフトウェア設定は、印刷にのみ適用されます。コピーまたはスキャン
には適用されません。

● ドキュメントを用紙の両面に印刷できます。
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4 用紙の基本

● 推奨する印刷用紙

● メディアのセット

● 原稿のセット

● HP 用紙サプライ品の注文
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推奨する印刷用紙
最高画質で印刷するには、印刷するプロジェクトのタイプに合わせて設計された HP 純正用紙を推奨

します。

国/地域によっては、入手できない用紙もあります。

ColorLok

● HP は一般文書の印刷やコピーには ColorLok ロゴが入った普通紙をお勧めしています。 ColorLok
ロゴが入った用紙はすべて高い信頼性および印刷品質基準に適合するよう独自にテストされて
おり、通常の普通紙に比べ、くっきり鮮明な黒色を再現し、乾燥が速い文書を実現します。
ColorLok ロゴ入り用紙は、さまざまな重さとサイズのものがメーカーにより提供されています。

フォトプリント

● HP プレミアム プラス フォト用紙

HP プレミアム プラス フォト用紙は、お客様の大切な写真のために HP が提供する高画質フォト

用紙です。 HP プレミアム プラス フォト用紙をご使用になれば、写真をきれいに印刷でき、速乾

性があるためその場で皆に渡すことができます。 用紙サイズには、A4、8.5 x 11 インチ、10 x 15
cm (4 x 6 インチ)、13 x 18 cm (5 x 7 インチ)、A3 (11 x 17 インチ) などがあり、いずれも光沢または
ソフト光沢 (半光沢) という 2 種類の仕上げがあります。 お客様の大切な写真や特別な写真をフ

レームに入れたり、飾ったり、プレゼントしたりするのに最適です。 HP プレミアム プラス フォ

ト用紙は、最高級の品質と抜群の耐光性を備えています。

● HP アドバンス フォト用紙

この厚手のフォト用紙はすぐ乾くので汚れにくく取り扱いが簡単です。 水、染み、指紋、湿気へ
の抵抗性に優れています。 プリントショップの仕上がりに似た印刷品質が得られます。 用紙サ
イズには、A4、8.5 x 11 インチ、10 x 15 cm ( 4 x 6 インチ)、13 x 18 cm (5 x 7 インチ) などがありま
す。 ドキュメントを長持ちさせる無酸性用紙です。

● HP エヴリデイ フォト用紙

カラフルな一般のスナップ写真を低コストで印刷できる、カジュアルな写真印刷向け用紙です。
手ごろな価格で、すぐ乾くので取り扱いが簡単です。 インクジェット プリンターで使用すれば、
鮮明で、くっきりしたイメージが得られます。 用紙サイズには、A4、8.5 x 11 インチ、10 x 15 cm
(4 x 6 インチ) などがあり、いずれも光沢仕上げです。 写真を長持ちさせる無酸性用紙です。
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ビジネス文書

● HP プレミアム プレゼンテーション用紙 120g (つや消し) または HP プロフェッショナル用紙 120
(つや消し)

両面印刷が可能な厚手つや消し用紙です。プレゼンテーション、企画書、レポート、ニュースレ
ター等に最適です。 素晴らしい見た目や質感を実現する厚手用紙です。

● HP ブローシャ用紙 180g (光沢) または HP プロフェッショナル用紙 180 (光沢)

これらの用紙は、両面印刷に対応できるように、両面に光沢コーティングが施されています。 写
真に近い品質の印刷や、レポートのカバー、特別なプレゼンテーション、カタログ、宣伝用リー
フレット、カレンダなどに使用するビジネス用のグラフィックの印刷にお勧めします。

● HP ブローシャ用紙 180g (つや消し) または HP プロフェッショナル用紙 180 (つや消し)

これらの用紙は、両面印刷に対応できるように、両面につや消しコーティングが施されていま
す。 写真に近い品質の印刷や、レポートのカバー、特別なプレゼンテーション、カタログ、宣伝
用リーフレット、カレンダなどに使用するビジネス用のグラフィックの印刷にお勧めします。

普段の印刷

● HP インクジェット用上質普通紙

インクジェット用上質普通紙を使用すると、ハイコントラストの色とシャープな文字で印刷され
ます。 ある程度の厚みがあり両面カラー印刷をしても裏写りしないため、ニュースレターやレポ
ート、広告などに最適です。 にじみの少ない、くっきり鮮明な色を再現する ColorLok テクノロ

ジーを採用しています。

● HP プリント用紙

HP 印刷用紙は、高品質の多目的用紙です。 標準の多目的用紙やコピー用紙と比べて、見た目も
質感も重量感のあるしっかりした文書を作成できます。 にじみの少ない、くっきり鮮明な色を再
現する ColorLok テクノロジーを採用しています。 ドキュメントを長持ちさせる無酸性用紙で

す。

● HP オフィス用紙

HP オフィス用紙は、高品質の多目的用紙です。 コピー、原稿、メモなど、毎日の使用に適して

います。 にじみの少ない、くっきり鮮明な色を再現する ColorLok テクノロジーを採用していま

す。 ドキュメントを長持ちさせる無酸性用紙です。

● HP オフィス用再生紙

HP オフィス用再生紙は、リサイクル繊維を 30% 含む高品質の多目的用紙です。 にじみの少な

い、くっきり鮮明な色を再現する ColorLok テクノロジーを採用しています。

特殊な印刷

● HP アイロン プリント紙

HP アイロン プリント紙 (淡色または白地用) を使用すると、デジタル写真からオリジナル T シャ

ツを作成できます。
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メディアのセット
用紙サイズを選択して続行します。

フルサイズの用紙をセットするには

1. 用紙トレイを下げて、用紙トレイと延長排紙トレイを引き出します。

2. 横方向用紙ガイドを外側にスライドさせます。

3. 用紙をセットします。

● 用紙の短辺を奥にし、印刷面を下にして用紙トレイに挿入します。

● 用紙の束の先端が止まるまで奥に差し込んでください。
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● 用紙の束の両側と接するように横方向用紙ガイドを調整します。

● 用紙トレイを内側にスライドさせます。

小さなサイズの用紙をセットするには

1. 用紙トレイを下げて、用紙トレイと延長排紙トレイを引き出します。

2. 横方向用紙ガイドを外側にスライドさせます。
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3. フォト用紙をセットします。

● 短辺を奥にし、印刷面を下にして、フォト用紙の束を用紙トレイに挿入します。

● フォト用紙の束が止まるまで奥に差し込んでください。

● フォト用紙の束の両側と接するように横方向用紙ガイドを調整します。

● 用紙トレイを内側にスライドさせます。

封筒をセットするには

1. 用紙トレイを下げて、用紙トレイと延長排紙トレイを引き出します。

30 第 4 章   用紙の基本 JAWW



2. 横方向用紙ガイドを外側にスライドさせます。

3. 封筒をセットします。

● 1 枚または複数枚の封筒を用紙トレイの中央に挿入します。 印刷面を下に向けて置いてく

ださい。 封筒のフタが左側にきて上向きになるようにします。

● 封筒の束の先端が止まるまで奥に差し込んでください。

● 封筒の束の両側と接するように横方向用紙ガイドを調整します。

● 用紙トレイを内側にスライドさせます。
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原稿のセット
印刷面を上にして自動ドキュメント フィーダーに原稿をセットするか、印刷面を下にしてスキャナー
のガラス面の右下隅に原稿を置きます。

自動ドキュメント フィーダに原稿をセットするには

1. 横方向用紙ガイドを外側にスライドさせます。

2. 自動ドキュメント フィーダーに、印刷面を上にして原稿をセットします。

3. 横方向用紙ガイドを、用紙の端に当たって止まるまでスライドさせます。

スキャナーのガラス面に原稿をセットするには

1. スキャナーのカバーを持ち上げます。
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2. 原稿の印刷面を下にしてスキャナーのガラス面の右下隅に合わせてセットします。

3. スキャナー カバーを閉じます。
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HP 用紙サプライ品の注文
このプリンターはほとんどの種類のオフィス用紙に対応しています。 最適な印刷品質をお求めの場
合は HP 用紙をご使用ください。 HP 用紙の詳細については、HP Web サイト www.hp.com をご覧くだ
さい。

HP は一般文書の印刷やコピーには ColorLok ロゴが入った普通紙をお勧めしています。 ColorLok ロゴ

が入った用紙はすべて高い信頼性および印刷品質基準に適合するよう独自にテストされており、通常
の普通紙に比べ、くっきり鮮明な黒色を再現し、乾燥が速い文書を実現します。 ColorLok ロゴ入り用

紙は、さまざまな重さとサイズのものがメーカーにより提供されています。

HP 用紙を購入するには、製品 & サービスのオンラインストア にアクセスし、インク、トナー、およ

び用紙を選択します。
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5 コピーとスキャン

● ドキュメントのコピー

● コンピューターへのスキャン

● コピー完了のヒント

● スキャン完了のヒント
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ドキュメントのコピー
普通紙にコピーする場合、プリンター ディスプレイの [コピー] メニューでコピー枚数およびカラーま
たはモノクロを簡単に選択できます。 用紙の種類とサイズの変更、コピーの濃さの調整、コピーのサ
イズ変更など、詳細な設定もすぐに行えます。

片面コピーの作成

1. 用紙トレイにフルサイズの用紙をセットします。

2. 印刷面を上にして原稿を自動ドキュメント フィーダーにセットするか、印刷面を下にしてガラス
面にセットします。

用紙のセット方法の詳細については、32 ページの原稿のセットを参照してください。

3. プリンター ディスプレイの ホーム 画面から [コピー] を選択して、[コピー] メニューを表示しま

す。

プリンター ディスプレイに [コピー] が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押して、[コピー]
が表示されるまで [上] と [下] ボタンを押します。

4. [コピー] メニューから、[コピー] を選択してコピーの数を決定し、[OK] をクリックして確認しま
す。

5. [モノクロ コピーの開始] または [カラー コピーの開始] を選択し、[OK] を押してモノクロまたは
カラー コピーを作成します。

スキャナーのガラス面から両面コピーを作成

1. 用紙トレイにフルサイズ用紙をセットします。

2. 原稿の印刷面を下にしてスキャナーのガラス面の右下隅に合わせてセットします。

用紙のセット方法の詳細については、32 ページの原稿のセットを参照してください。

36 第 5 章   コピーとスキャン JAWW



3. プリンター ディスプレイの ホーム 画面から [コピー] を選択して、[コピー] メニューを表示しま

す。

プリンター ディスプレイに [コピー] が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押して、[コピー]
が表示されるまで [上] と [下] ボタンを押します。

4. [コピー] メニューから、[コピー] を選択してコピーの数を決定し、[OK] をクリックして確認しま
す。

5. [両面] を選択して両面コピーを有効にし、[OK] を押して確認します。

6. [モノクロ コピーの開始] または [カラー コピーの開始] を選択します。

7. 指示に従って 2 番目の原稿をセットし、[OK]をタッチします。

ドキュメント フィーダーから両面コピーを作成

1. 用紙トレイにフルサイズ用紙をセットします。

2. ドキュメント フィーダーに、印刷面を上にして片面原稿をセットします。

用紙のセット方法の詳細については、32 ページの原稿のセットを参照してください。

● 両面コピーを作成するには、片面原稿を 2 枚使用します。

● 両面コピーを複数ページ作成するには、片面原稿を複数ページ使用します。 例： 片面原稿
8 ページから両面コピー 4 ページを作成できます。

3. プリンター ディスプレイの ホーム 画面から [コピー] を選択して、[コピー] メニューを表示しま

す。

プリンター ディスプレイに [コピー] が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押して、[コピー]
が表示されるまで [上] と [下] ボタンを押します。

4. [コピー] メニューから、[コピー] を選択してコピーの数を決定し、[OK] をクリックして確認しま

す。

5. [両面] を選択して両面コピーを有効にし、[OK] を押して確認します。

6. [モノクロ コピーの開始] または [カラー コピーの開始] を選択します。

その他のコピー機能

[コピー] メニューで、 [上] ボタンと [下] ボタンを押して設定を選択します。

● [用紙の種類]： 用紙サイズと用紙タイプを選択します。 普通紙設定は、普通紙の通常の印刷品質
で印刷します。 フォト用紙設定は、フォト用紙の最高の品質で印刷します。

● [リサイズ]： コピーする画像またはドキュメントのサイズを調節します。
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◦ [実物大]: 原稿のサイズと同じサイズのコピーを作成します。ただし、コピーされた画像の

余白が狭くなる可能性があります。

◦ [ページに合わせる]： コピーを中央に配置し、周囲を白の枠で囲みます リサイズされたイ
メージは、選択した出力用紙のサイズに合わせて拡大または縮小されます。

注記：[ページに合わせる] が適切に機能するように、スキャナーのガラス面に汚れがないこ
とを確認してください。

◦ [カスタム サイズ]: 100% より大きい値を選択して画像サイズを拡大したり、100% より小さ

い値を選択して画像サイズを縮小したりできます。

● [ID コピー]： ID カードの両面をコピーできます。

● [薄く/濃く] コピーを薄くしたり濃くしたりするには、コピー設定を調整します。

注記：2 分間操作がない場合、コピー オプションは自動的に普通紙 A4 または 8.5” x 11” (地域によ

って異なります) のデフォルト設定に戻ります。
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コンピューターへのスキャン
プリンターのコントロール パネルまたはコンピューターからスキャンできます。 1 つのページを画

像ファイルにすばやくスキャンする場合は、コントロール パネルからスキャンします。 複数のペー
ジを 1 つのファイルにスキャンする、スキャンのファイル フォーマットを定義する、またはスキャン

された画像を調整する場合は、コンピューターからスキャンします。

スキャンを準備するには

1. 印刷面を上にして原稿を自動ドキュメント フィーダーにセットするか、印刷面を下にしてガラス
面にセットします。

用紙のセット方法の詳細については、32 ページの原稿のセットを参照してください。

2. スキャンを開始します。

プリンターのコントロール パネルからスキャンするには

1. プリンターのディスプレイの ホーム 画面で [スキャン] を選択し、[OK] を押します。

ヒント：プリンター ディスプレイに [スキャン] が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押し
て、[スキャン] が表示されるまで [上] と [下] ボタンを押します。

2. プリンター ディスプレイからスキャン先のコンピューターを選択し、[OK] を押します。

プリンター ディスプレイ上のリストにコンピューターが表示されない場合、コンピューターがプ
リンターにワイヤレスまたは USB ケーブルで接続されていることを確認してください。 ワイヤ

レス接続を行っており、接続が機能していることを確認済みの場合、ソフトウェアでワイヤレス
スキャンを有効にする必要があります。

コンピューターからスキャンするには

1. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行して プリンター ソフトウェア を開
きます。

● Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、App バーの

[すべての Apps] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、および Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタ

ート] をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet 4630
series]、[HP Officejet 4630 series] の順にクリックします。

2. プリンター ソフトウェア で[印刷、スキャン、ファクス] アイコンをクリックし、[ドキュメント
または写真のスキャン] を選択します。

3. ショートカット メニューから希望のスキャンの種類を選択し、[スキャン] をクリックします。

注記：[スキャンのプレビューの表示] が選択されている場合、プレビュー画面でスキャンされた
画像を調整できます。

4. アプリケーションを別のスキャン用に開いたままにする場合は [保存] を選択します。アプリケ
ーションを終了するには、[完了] を選択します。

5. スキャンを保存すると、スキャンの保存先のディレクトリで Windows Explorer ウィンドウが開き

ます。
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注記：同時にスキャン機能を有効にすることができるコンピューターの数は限られています。 プリン
ター ディスプレイ上で [スキャン] を選択すると、現在スキャンすることが可能なコンピューターを一
覧できます。

コンピューターからスキャンする

1. HP Scan を開きます。

HP Scan は、ハードディスクのトップ レベルにある アプリケーション フォルダー内の Hewlett-
Packard フォルダーに存在します。

2. 必要なスキャン プロファイルの種類を選択して、画面の指示に従います。
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コピー完了のヒント
● スキャナのガラス面をきれいにして、付着物等がないことを確認してください。

● 印刷出力のコントラストの強弱を調整するには、プリンター ディスプレイから [コピー] を選択
し、[薄く/濃く] を選択してコントラストを調整します。

● 印刷出力の用紙サイズと用紙の種類を選択するには、プリンター ディスプレイから [コピー] を
選択します。 [コピー] メニューから [用紙の種類] を選択し、普通紙またはフォト用紙、および
フォト用紙のサイズを選択します。

● 画像のサイズを変更するには、プリンター ディスプレイから [コピー] を選択し、[サイズの変更]
を選択します。
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スキャン完了のヒント
● スキャナのガラス面をきれいにして、付着物等がないことを確認してください。

● プリンター ディスプレイから [スキャン] を選択した後、プリンター ディスプレイ上のプリンタ
ーのリストからスキャン先のコンピューターを選択します。

● プリンターからコンピューターへのワイヤレス接続があり、接続されたコンピューターにいつで
もすばやくスキャンできるようにしたい場合、[コンピュータにスキャン] を常時アクティブにし
ておきます。

● 複数のページがあるドキュメントを複数のファイルでなく 1 つのファイルにスキャンする場合、

プリンター ディスプレイから [スキャン] を選択する代わりに プリンター ソフトウェア でスキ
ャンを開始します。
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6 ファクス

本プリンターを使用して、カラー ファクスなどのファクスを送受信できます。 ファクスにスケジュ
ールを設定し後で送信できるようにしたり、短縮ダイヤルを設定してよくかける電話番号にすばやく
簡単にファクスを送信できます。 プリンタのコントロール パネルから、送信するファクスの解像度
や濃淡のコントラストなどのさまざまなファクス オプションを設定することができます。

注記：ファクスを使用する前に、ファクスを使用できるようにプリンターを正しくセットアップして
いることを確認してください。 初期設定時に、コントロール パネル、またはプリンター付属の HP ソ
フトウェアを使用してセットアップが完了している場合もあります。 ファクス機能が正しく設定さ
れているかどうかは、コントロール パネルからファクス セットアップ テストを実行して確かめるこ
とができます。 ファクス テストの詳細については、167 ページのファクス設定のテストを参照して

ください。

● ファクスの送信

● ファクスを受信する

● 短縮ダイヤルの設定

● ファクス設定の変更

● ファクスおよびデジタル電話サービス

● ボイス オーバー インターネット プロトコル経由のファクス

● レポートの使用

● スキャンのヒント
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ファクスの送信
さまざまな方法でファクスを送信できます。 コントロール パネルから、モノクロまたはカラーのフ
ァクスを送信できます。 付属の電話機から手動でファクスを送信することもできます。 この方法で
は、ファクスを送信する前に受信者との通話が可能です。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 標準ファクスの送信

● コンピューターから標準的なファクスを送信する

● 電話からのファクスの手動送信

● ダイヤル モニタリングを使用してファクスを送信する

● 後で送信するためにファクスをスケジュール設定する

● エラー補正モードでのファクス送信

標準ファクスの送信

1 ページまたは複数ページのモノクロ ファクスまたはカラー ファクスをプリンターのコントロール
パネルを使って簡単に送信できます。

注記：ファクスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印刷する必要がある場合は、ファクス
送受信の確認を有効にする必要があります。

ヒント：電話やダイヤル モニタ機能を使用して、ファクスを手動で送信することもできます。 この
機能では、ダイヤルする間隔を指定できます。 通話料金をテレフォン カードで支払いたいときなど、
ダイヤル中にトーン音に応答する必要があるときに、この機能は役に立ちます。

プリンターのコントロール パネルから標準ファクスを送信するには

1. 印刷面を下にしてガラス面の右下隅に合わせて、または自動ドキュメント フィーダーに印刷面を
上にして原稿をセットします。

用紙のセット方法の詳細については、32 ページの原稿のセットを参照してください。

2. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

3. [モノクロ ファクス] または [カラー ファクス] を選択します。

原稿が自動ドキュメント フィーダーにセットされている場合、入力した番号宛にドキュメントが
送信されます。 自動ドキュメント フィーダーに原稿が検出されない場合、操作の選択を求める
メッセージが表示されます。

ヒント：受信者からの知らせで、送信したファクスの品質に問題があることがわかった場合は、
ファクスの解像度やコントラストを変えてみます。

4. キーパッドを使用して新しいファクス番号を入力し、[OK] を押します。

ヒント：入力するファクス番号間に一定の間隔を入れるには、ディスプレイにダッシュ記号 ([-])
が表示されるまで [*] を押します。
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コンピューターから標準的なファクスを送信する

コピーを印刷してそれをプリンターからファクスしなくても、コンピューター上のドキュメントをフ
ァクスとして送信できます。

注記：この方法でコンピューターから送信されたファクスは、インターネット接続またはコンピュー
ター モデムではなく、プリンターのファクス接続を使用します。 したがって、プリンターが正常に
機能している電話回線に接続されていること、ファクス機能がセットアップされ正しく動作している
ことを確認する必要があります。

この機能を使用するには、プリンターに同梱されている HP ソフトウェア CD に収録されているインス

トール プログラムを使用して、プリンター ソフトウェアをインストールする必要があります。

コンピューターから標準的なファクスを送信するには

1. コンピューター上で、ファクスするドキュメントを開きます。

2. お使いのソフトウェア アプリケーションの [ファイル] メニューで [印刷] をクリックします。

3. [名前] リストで、名前に [“fax”] が付いたプリンターを選択します。

4. モノクロ ファクスまたはカラー ファクスとしてドキュメントを送信するように設定するなど、
設定を変更するには、[プロパティ] ダイアログ ボックスを開くボタンをクリックします。 ソフ
トウェアによって、このボタンは [プロパティ]、[オプション]、[プリンタ設定]、[プリンタ]、
[プリファレンス] などの名前になっています。

5. 設定を変更した後で、[OK] をクリックします。

6. [印刷] または [OK] をクリックします。

7. 受信者のファクス番号およびその他の情報を入力して、さらにファクス設定を変更してから、
[ファクスの送信] をクリックします。 プリンターはファクス番号のダイヤルとドキュメントの
ファクス送信を開始します。

コンピューターから標準的なファクスを送信する

1. コンピューター上で、ファクスするドキュメントを開きます。

2. お使いになるソフトウェアの [ファイル] メニューで [印刷] をクリックします。

3. 名前に [“(Fax)”] が付いたプリンターを選択します。

4. [印刷方向] 設定の下に表示されるポップアップ メニューから [ファクス受信者] を選択します。

注記：ポップアップ メニューが表示されない場合は、[プリンタ] の横の三角マークをクリックし
てみてください。

5. 表示されたボックスでファクス番号およびその他の情報を入力して、[受信者に追加] をクリック
します。

6. 使用する [ファクス モード] およびその他のファクス オプションを選択し、[今すぐファクスを送
信] をクリックして、ファクス番号のダイヤルとドキュメントのファクス送信を開始します。

電話からのファクスの手動送信

手動ファクス送信では、電話をして、ファクスを送信する前に相手と話をすることができます。 ファ
クスを送信する前に相手に送信することを伝えたい場合は、この方法が便利です。 ファクスを手動で
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送信するときは、発信音、音声ガイダンス、その他の音声が電話の受話器から聞こえます。 このた
め、ファクスの送信にコーリング カードが使用しやすくなります。

受信者側のファクス機の設定状態によって、受信者が電話に出たり、ファクス機が応答する場合があ
ります。 受信者が電話に出たら、ファクスを送信する前に会話をすることができます。 ファクス機
が応答した場合、受信中のファクス機からトーン音が聞こえてから、そのファクス機に直接ファクス
を送信できます。

子機からファクスを手動で送信するには

1. 印刷面を下にしてガラス面の右下隅に合わせて、または自動ドキュメント フィーダーに印刷面を
上にして原稿をセットします。

用紙のセット方法の詳細については、32 ページの原稿のセットを参照してください。

2. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

3. プリンターに接続された電話のダイヤルキーから、番号をダイヤルします。

注記：ファクスを手動で送信する場合はプリンターのコントロール パネル上のキーパッドは使用
しないでください。 受信者の番号をダイヤルするには、電話機のダイヤルを押します。

4. 受信者が応答した場合、ファクスを送信する前に会話をすることができます。

注記：ファクス機が応答すると、受信中のファクス機からファクスのトーン音が聞こえます。 次
の手順に進んで、ファクスを送信します。

5. ファクスを送信する準備ができたら、[OK] を押して [新しいファクスを送信] を選択し、[モノク
ロ] または [カラー].

ファクス送信前に受信者と話している場合は、ファクスのトーン音が聞こえたらファクス機の
[ファクスを手動で受信] ボタンを押すように、前もって受信者に知らせてください。

ファクスの送信中は、電話回線は無音になります。 この時点で、受話器を置くことができます。
ファクス受信が完了した後、受信者と続けて話をする場合は、電話を切らないでください。

ダイヤル モニタリングを使用してファクスを送信する

ダイヤルのモニタ機能を使用すると、通常の電話をダイヤルするようにプリンターのコントロール パ
ネルから番号をダイヤルできます。 ダイヤルのモニタ機能を使用してファクスを送信する際には、ダ
イヤルのトーン音、電話の応答メッセージ、またはその他の音がプリンターのスピーカーを通して聴
こえます。 これにより、ダイヤル中に音声ガイダンスに応答することも、ダイヤルするペースを指定
することもできます。

ヒント：コーリング カードを使用する場合、コーリング カード PIN の入力が遅すぎると、プリンター
によるファクス音の送信開始のタイミングが早すぎて、コーリング カード PIN がコーリング カード

サービスによって認識されないことがあります。 この場合には、コーリング カードの PIN を登録する

短縮ダイヤル エントリを作成できます。 詳しくは、53 ページの短縮ダイヤルの設定を参照してく
ださい。

注記：ダイヤル トーンを聞いて、ボリュームがオンになっていることを確認します。

46 第 6 章   ファクス JAWW



プリンターのコントロール パネルからダイヤルのモニタ機能を使用してファクスを送信するには

1. 印刷面を下にしてガラス面の右下隅に合わせて、または自動ドキュメント フィーダーに印刷面を
上にして原稿をセットします。

用紙のセット方法の詳細については、32 ページの原稿のセットを参照してください。

2. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

3. [モノクロ ファクス] または [カラー ファクス] を選択します。

● プリンターが 自動ドキュメント フィーダー にセットされた原稿を検出すると、ダイヤル ト
ーンが聞こえます。

● 原稿がスキャナーのガラス面にセットされている場合、[ガラス面からのファクス] を選択し
ます。

4. ダイヤル トーンが聞こえたら、デバイスのコントロール パネルのキーパッドで番号を入力しま
す。

5. 音声ガイダンスがあれば、従ってください。

受信側のファクス機が応答すると、ファクスが送信されます。

後で送信するためにファクスをスケジュール設定する

モノクロのファクスを 24 時間以内に送信するようスケジュール設定することができます。 これによ
り、たとえば電話回線の混雑が少なく、電話料金が割安の夜間にモノクロのファクスを送信できま
す。 プリンターが、指定された時刻に自動的にファクスを送信します。

ファクスのスケジュール設定ができる原稿は、一度に 1 件のみです。 ファクスのスケジュール設定が

されている状態でも、通常のファクスは送信が可能です。

注記：メモリから送信できるのはモノクロ ファクスだけです。

プリンターのコントロール パネルからファクスをスケジュール設定するには

1. 自動ドキュメント フィーダーに、印刷面を上にして原稿をセットします。

用紙のセット方法の詳細については、32 ページの原稿のセットを参照してください。

2. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

3. [設定]、[ファクスのスケジュール] を順に選択します。

4. [上] ボタンと [下] ボタンを押してファクスの遅延時間を入力し、[OK] を押して確認します。

5. ダイヤル トーンが聞こえたら、デバイスのコントロール パネルのキーパッドで番号を入力しま
す。

6. [スキャン]、[開始] を順に選択します。

プリンターはすべてのページをスキャンし、予定時刻にファクスを送信します。
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スケジュールされたファクスをキャンセルするには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[ファクスのスケジュール] を順に選択します。

3. 削除するファクスのスケジュールを選択して、[削除]をクリックします。

エラー補正モードでのファクス送信

[エラー補正モード] (ECM) は、ファクスの転送中に発生したエラーを検出し、自動的にエラー部分の再

転送を要求することで、電話回線の不良によるデータの喪失を防止します。 良好な状態の電話回線に
おいては電話料金に影響が及ぶことはなく、場合によってはむしろ安くなることもあります。 電話回
線の状態が悪い場合、ECM にすることで送信時間と電話料金は増えますが、送信するデータの信頼性

が高くなります。 デフォルトの設定は [オン] です。 ECM によって電話料金が極端に上がる場合や、

電話料金を下げる代わりに品質が劣化してもかまわない場合にのみ、ECM をオフにしてください。

ECM 設定をオフにする前に、以下を検討してください。 ECM をオフにする場合

● 送受信するファクスの品質と送信速度に影響があります。

● [ファクス速度] が自動的に [標準] に設定されます。

● カラー ファクスの送受信を行うことができなくなります。

コントロール パネルから ECM 設定を変更するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

3. [エラー補正] を選択します。

4. を押して [ON] または [OFF] を選択し、[OK] を押します。
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ファクスを受信する
ファクスは自動または手動で受信できます。 [自動応答] オプションをオフにすると、ファクスは手動
で受信しなければならなくなります。 [自動応答] オプションをオン (デフォルト設定) にすると、プリ

ンターは [応答呼出し回数] 設定で設定した呼び出し回数の後、自動的に着信に応答してファクスを受
信します (デフォルトの [応答呼出し回数] 設定は 5 回です)。

プリンターでリーガルサイズの用紙が設定されていないときに、リーガルサイズまたはそれより大き
なサイズのファクスを受信すると、プリンターにセットされている用紙に収まるようにファクスのサ
イズが自動で縮小されます。

注記：ファクスの受信時にドキュメントをコピーしていると、受信されたファクスはコピーが完了す
るまでプリンターのメモリに保存されます。 これにより、メモリに保存されるファクス ページ数を
削減できます。

● ファクスの手動受信

● 受信済みファクスのメモリからの再印刷

● 別の番号へのファクスの転送

● ファクス受信用の用紙サイズの設定

● 迷惑なファクス番号の拒否

ファクスの手動受信

電話中に接続を維持しながら、通話先の相手からファクスを送ってもらうことができます。 これをフ
ァクスの手動受信と呼びます。 このセクションでは、ファクスを手動受信する方法について説明しま
す。

注記：受話器を取り上げて話すか、ファクス トーンを聞くことができます。

次のように設定した電話で、ファクスを手動受信することができます。

● プリンターの 2_EXT ポートに直接接続された電話

● 同じ電話回線上にあるが、プリンターに直接接続されていない電話

ファクスを手動で受信するには

1. プリンターの電源が入っていることと、メイン トレイに用紙がセットされていることを確認して
ください。

2. 自動ドキュメント フィーダーのトレイからすべての原稿を取り除きます。

3. プリンターが応答する前に、ユーザーが着信に応答できるように、[応答呼出し回数] を多めに設
定します。 または、[自動応答] の設定をオフにし、プリンターが自動的に受信ファクスに応答し
ないようにします。

4. 送信者と電話がつながっている場合は、相手のファクス機で [新しいファクスを送信] を押すよう
に指示します。

5. 送信中のファクス機からファクス トーンが聞こえたら、次の操作を行います。
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a. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押して [ファクス] を
選択し、[OK] を押し、[ファクスを手動で受信] を選択します。

b. ファクス受信が始まったら、受話器を置くことも、通話を続けることもできます。 ファク
スの転送中、電話回線は無音になります。

受信済みファクスのメモリからの再印刷

印刷されていない受信済みファクスは、メモリに保存されます。

注記：メモリに空きがなくなったら、ファクスを印刷するか、メモリからファクスを削除するまで、
プリンターは新しいファクスを受信できなくなります。 セキュリティまたはプライバシー保護のた
めに、メモリ内のファクスを削除することもできます。

メモリに保存されたファクスの容量に応じて、メモリにまだ保存されていれば、最近印刷したファク
スを最大 8 件まで再印刷することができます。 たとえば、最後に受信したプリントアウトをなくして

も、ファクスを再印刷できます。

プリンターのコントロール パネルから、メモリに保存されているファクスを再印刷するには

1. 用紙がメイン トレイにセットされていることを確認します。 詳しくは、28 ページのメディアの

セットを参照してください。

2. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

3. [設定]、[ファクスの再印刷]

受信したときとは逆の順序で、直前に受信したファクスが最初に表示されます。

4. 印刷するファクスを選択して、[印刷] を選択します。

5. ファクスの再印刷を停止する場合は、[キャンセル] を選択します。

別の番号へのファクスの転送

ファクスを別のファクス番号に転送するようにプリンターを設定することができます。 受信したカ
ラー ファクスはモノクロで転送されます。

転送の前に、転送先のファクス番号を確認することをお勧めします。 テストでファクスを送信し、転
送先のファクス機がファクスを受信できるか確認してください。

プリンターのコントロール パネルからファクスを転送するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

3. [ファクス転送]、[ファクス転送] の順に選択します。

4. [オンで印刷可能] を選択してファクスを印刷して転送するか、[オン] を選択してファクスを転送
します。

注記：プリンターが指定したファクス機にファクスを転送できない場合 (指定したファクス機の

電源が入っていない場合など)、プリンターはファクスを印刷します。 受信したファクスのエラ

ー レポートを印刷するようにプリンターを設定した場合、エラー レポートも印刷されます。
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5. 指示画面で、転送先ファクス機の番号を入力して、[完了] を選択します。 以下の各指示画面で、
必要な情報を入力します。 開始日、開始時間、終了日、終了時間。

6. ファクス転送がオンになります。 [OK] を選択して確認します。

ファクスの転送が設定されているときに停電になると、プリンターはファクスの転送設定と電話
番号を保存します。 プリンターの電源が復帰したときには、ファクスの転送設定は [オン] の状
態のままです。

注記：[ファクスの転送] メニューの [オフ] を選択すると、ファクスの転送をキャンセルできま
す。

ファクス受信用の用紙サイズの設定

受信ファクスの用紙サイズを選択できます。 用紙サイズは、メイン トレイにセットした用紙に合わ
せて設定します。 ファクスはレター用紙、A4 用紙、またはリーガル用紙にのみ印刷できます。

注記：ファクスを受信したときに不適当な用紙サイズがメイン トレイにセットされていると、ファク
スを印刷しないで、ディスプレイにエラー メッセージが表示されます。 ファクスを印刷するには、
レター用紙、A4 用紙、リーガル用紙のいずれかをセットして、[OK] を押します。

プリンターのコントロール パネルから、ファクス受信用の用紙サイズを設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定] を選択します。

3. [ファクス用紙サイズ] を選択して、オプションを選択します。

迷惑なファクス番号の拒否

電話会社を介して着信識別サービスに登録すると、特定のファクス番号を拒否して、このファクス番
号から着信したファクスをプリンターが印刷しないようにすることができます。 着信ファクスを受
信すると、プリンターは迷惑ファクス番号一覧の番号と比較して、着信ファクスを拒否するかどうか
を判断します。 ファクス番号が拒否ファクス番号一覧内の番号に一致する場合、そのファクスは印刷
されません (拒否できるファクス番号の最大数は、モデルによって異なります)。

注記：この機能は、一部の国/地域ではサポートされていません。 サポートしていない国/地域では、
[迷惑ファクスを拒否] が [ファクス オプション] または [ファクス設定] メニューに表示されません。

注記：発信者 ID リストに電話番号が 1 つも追加されていない場合は、発信者 ID サービスに登録して

いないと考えられます。

● 迷惑ファクス一覧に番号を追加

● 迷惑ファクス一覧から番号を削除

迷惑ファクス一覧に番号を追加

迷惑ファクス リストに特定番号を追加することで、その番号をブロックできます。
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迷惑ファクス一覧に番号を追加するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[迷惑ファクス] を順に選択します。

3. 迷惑ファクスを拒否するために着信識別が必要であることを示すメッセージが表示されます。
[OK] クリックして続行します。

4. [番号を追加] を選択します。

5. 着信識別一覧から拒否するファクス番号を選択するには、着信履歴から選択 を選択します。

- または -

拒否するファクス番号を手動で入力するには、新しい番号の入力 を選択します。

6. 拒否するファクス番号を入力したら、[完了] を選択します。

注記：受信したファクスのヘッダーに表示されている番号は実際と異なる場合があるので、ヘッ
ダーの番号ではなく、コントロール パネルのディスプレイに表示されるファクス番号を入力して
ください。

迷惑ファクス一覧から番号を削除

ファクス番号を拒否する必要がなくなった場合は、その番号を迷惑ファクス一覧から削除することが
できます。

迷惑ファクス番号リストから番号を削除するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[迷惑ファクス] を順に選択します。

3. 削除するファクス番号を選択し、[番号の削除] を選択します。

4. [OK] クリックして削除を確定します。

52 第 6 章   ファクス JAWW



短縮ダイヤルの設定
頻繁に使うファクス番号は、短縮ダイヤル エントリとして設定できます。 そうすれば、プリンター
のコントロール パネルからすぐにダイヤルすることができます。

ヒント：プリンターのコントロール パネルから短縮ダイヤル エントリの作成と管理を行えるほか、
プリンターに付属の HP ソフトウェアなどコンピューター上のツールや、プリンター内蔵の Web サー
バー (EWS) も使用できます。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 短縮ダイヤルを設定および変更する

● 短縮ダイヤルを削除する

短縮ダイヤルを設定および変更する

ファクス番号を短縮ダイヤル エントリとして保存することができます。

短縮ダイヤル エントリを設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[電話帳] を順に選択します。

3. [連絡先を追加] を選択します。

4. 連絡先の名前を入力して、[次へ] を選択します。

5. ファクス番号を入力し、[完了] を選択します。

注記：市外局番、PBX システム外の番号のアクセス コード (通常は 9 または 0)、長距離電話のプ

レフィックスなど、間隔や他の必要な番号を含めてください。

短縮ダイヤル エントリを変更するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[電話帳] を順に選択します。

3. 変更するエントリを選択し、[OK] を選択します。

4. [編集] を選択し、ファクス名を変更して [次へ] を選択します。

5. ファクス番号を変更し、[次へ] を選択します。

注記：市外局番、PBX システム外の番号のアクセス コード (通常は 9 または 0)、長距離電話のプ
レフィックスなど、間隔や他の必要な番号を含めてください。
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短縮ダイヤルを削除する

短縮ダイヤル エントリを削除するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[電話帳] を順に選択します。

3. 削除するエントリを選択し、[削除] を選択して確定します。
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ファクス設定の変更
プリンターに付属の [セットアップ ガイド] の手順を実行した後、初期設定を変更したり、ファクスの

その他のオプションを設定したりするには、次の手順を実行します。

● ファクスのヘッダーを設定する

● 応答モード (自動応答) を設定する

● 応答までの呼出し回数の設定

● 着信識別応答呼び出し音のパターンの変更

● ダイヤル方式を設定する

● リダイヤル オプションを設定する

● ファクス速度の設定

● ファクス音量の設定

ファクスのヘッダーを設定する

ファクスのヘッダーを使用すると、すべての送信ファクスの上部に名前とファクス番号が印刷されま
す。 プリンターに付属している HP ソフトウェアを使用してファクスのヘッダーを設定するようにし

てください。 また、ここでの説明に従ってプリンターのコントロール パネルからファクスのヘッダ
ーを設定することもできます。

注記：一部の国または地域では、法令等によりファクスのヘッダー情報の明記が義務付けられていま
す。

ファクスのヘッダーを設定または変更するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[ファクスのヘッダー] を順に選択します。

3. 個人名または会社名およびファクス番号を入力し、[完了] を選択します。

応答モード (自動応答) を設定する

応答モードでは、プリンターが着信に自動で応答するかどうかを設定します。

● ファクスに自動応答するには、[自動応答] 設定をオンにします。 プリンターが、すべての着信と
ファクスに自動で応答します。

● ファクスに手動で応答するには、[自動応答] をオフにします。 受信ファクスに応答するには、ユ
ーザーが手動で受信操作をしなければなりません。この操作を行わないと、プリンターはファク
スを受信しません。
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応答モードを設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定] を選択します。

3. [自動応答] を選択し、[オン] または [オフ] を選択して、[OK] を押します。

応答までの呼出し回数の設定

[自動応答] 設定をオンにした場合、デバイスが自動的に着信音に応答するまでの呼び出し回数を指定
できます。

[応答呼出し回数]設定は、特にプリンターと同じ電話回線で留守番電話を使用している場合に重要で
す。プリンターが応答する前に留守番電話で応答する必要があるからです。 プリンターの応答呼出
し回数を、留守番電話が応答する回数よりも多く設定する必要があります。

たとえば、留守番電話の呼び出し回数を少なくし、プリンターの呼び出し回数を最大数に設定しま
す。 (呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なります。) この設定では、留守番電話が電話に応答

し、プリンターが電話回線を監視します。 プリンターがファクス受信音を検出した場合、プリンター
はファクスを受信します。 着信が電話の場合は、留守番電話が着信のメッセージを録音します。

応答までの呼び出し回数を設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

3. [呼び出し設定]、[応答呼び出し回数] を順に選択します。

4. 上矢印または下矢印を選択して呼び出し回数を変更します。

5. [OK] ボタンを選択して設定を確定します。

着信識別応答呼び出し音のパターンの変更

多くの電話会社から、1 本の電話回線で複数の電話番号を持てる着信識別音機能が提供されていま

す。 この着信識別サービスでは、番号ごとに異なる呼び出し音のパターンが割り当てられます。 プ
リンターが特定の呼び出し音の着信に応答するように設定することができます。

着信識別音が設定されている電話回線にプリンターを接続する場合は、電話会社に音声着信の呼び出
し音とファクス受信の呼び出し音を、それぞれ別に割り当ててもらいます。 ファクス番号には、2 回
または 3 回の呼び出し音を割り当てることをお勧めします。 プリンターは、指定した呼び出し音のパ

ターンを検出したときに、ファクスの受信を開始します。

ヒント：プリンターのコントロール パネルにある呼出し音のパターン検出機能を使用して、着信識別
を設定することもできます。 この機能により、プリンターは着信に基づいてこの着信の呼び出し音の
パターンを認識および記録し、電話会社によってファクス受信に割り当てられた着信識別音のパター
ンを自動的に特定します。

着信識別サービスを使用していない場合は、デフォルトの呼び出し音パターン [すべての呼び出し] を
使用してください。

注記：メインの電話番号の受話器が外れている場合、プリンターはファクスを受信できません。
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着信識別応答呼び出し音のパターンを変更するには

1. プリンターがファクスの呼び出しに自動応答するよう設定されていることを確認します。

2. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

3. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

4. [呼び出し設定]、[応答呼出し音のパターン] を順に選択します。

5. 同じ電話回線に複数の番号がある場合以外はこの設定を変更しないように警告するメッセージ
が表示されます。 [はい]を選択して続行します。

6. 次のいずれかを実行してください。

● 電話会社によってファクス受信に割り当てられた呼び出し音のパターンを選択します。

- または -

● [自動検出] を選択し、プリンターのコントロール パネルの指示に従います。

注記：呼出し音のパターン検出機能が呼出し音のパターンを検出できなかった場合、または検出
の完了前にキャンセルされた場合には、自動的にデフォルト ([すべての呼び出し音]) に設定され

ます。

注記：内部呼び出しと外部呼び出しで呼び出し音のパターンが異なる PBX 電話システムを使用し

ている場合は、ファクス番号を外部番号から呼び出す必要があります。

ダイヤル方式を設定する

トーン ダイヤル モードまたはパルス ダイヤル モードに設定するには、次の手順に従います。 工場出
荷時のデフォルトの設定は、[トーン] です。 電話回線でトーン ダイヤルを使用できないことがわかっ
ている場合以外は、この設定を変更しないでください。

注記：パルス ダイヤル オプションは、一部の国/地域では利用できません。

ダイヤル方式を設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

3. [ダイヤルの種類] を選択し、[トーン ダイヤル] または [パルス ダイヤル] を選択して [OK] を押し

ます。

リダイヤル オプションを設定する

受信側のファクス機が応答しないか、ビジー状態であるためにプリンターがファクスを送信できなか
った場合、プリンターはビジー リダイヤルまたは応答なしリダイヤル オプションの設定に応じてリ
ダイヤルします。 このオプションのオンとオフを切り替えるには、次の手順を実行します。
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● ビジー状態のとき: このオプションがオンの場合、プリンターはビジー信号を受け取ると自動的

にリダイヤルします。 このオプションの工場出荷時のデフォルト設定は、[リダイヤルする] で
す。

● 応答がないとき: このオプションがオンの場合、受信側のファクス機が応答しないとプリンター
は自動的にリダイヤルします。 このオプションの工場出荷時のデフォルト設定は、[リダイヤル
しません] です。

リダイヤル オプションを設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[自動リダイヤル] を順に選択します。

3. 適切なオプションを選択して、[OK] を押します。

ファクス速度の設定

ファクスの送受信時に、お使いのプリンターと他のファクス機間でのデータ通信に使用するファクス
速度を設定できます。

以下のサービスを使用している場合は、必要に応じて、ファクス速度の設定を遅くします。

● インターネット電話サービス

● PBX システム

● ボイス オーバー インターネット プロトコル (VoIP) 経由のファクス

● 総合デジタル通信網

ファクスの送受信時に問題が発生した場合、[ファクス速度] をより小さい値に設定しなおしてくださ
い。 以下の表に、選択できるファクス速度の設定を示します。

ファクス速度の設定 ファクス速度

[はやい] v.34 (33600 bps)

[標準] v.17 (14400 bps)

[おそい] v.29 (9600 bps)

ファクス速度を設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

3. [ファクス速度] を選択します。

4. オプションを選択して、[OK] を押します。

ファクス音量の設定

この手順を使用してファクスの音量を調整することができます。
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ファクス音量を設定するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定] を順に選択します。

3. [呼び出し設定]、[ファクス サウンドの音量] を順に選択します。

4. [小さい]、[大きい]、または [オフ] を選択して [OK] を押します。
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ファクスおよびデジタル電話サービス
電話会社の多くは、次のようなデジタル電話サービスをお客様に提供しています。

● DSL： 電話会社を通じてデジタル加入者線 (DSL) を利用 (DSL は、国/地域によっては ADSL と呼ば
れています)。

● PBX： 構内交換機 (PBX) システム。

● ISDN： ISDN (総合デジタル通信網) システム。

● VoIP： インターネットを使用することで、プリンターを使用してファクスの送受信ができる低コ

ストの電話サービス。 この方法は、VoIP (Fax on Voice over Internet Protocol) と呼ばれます。

詳しくは、61 ページのボイス オーバー インターネット プロトコル経由のファクスを参照して

ください。

HP プリンターは、従来のアナログ電話サービスで使用するように設計されています。 デジタル電話

環境 (DSL/ADSL、PBX、ISDN など) にいる場合は、プリンターでファクス送受信を設定するときにデジ

タル-アナログ フィルターまたはコンバーターを使用する必要があります。

注記：HP では、プリンターが、すべてのデジタル環境で、すべてのデジタル-アナログ コンバーター
と一緒に、すべてのデジタル サービス回線またはプロバイダーに対して使用できることを保証しませ
ん。 提供される回線サービスに基づいた適切なセットアップ オプションについて、電話会社に直接
問い合わせることを常にお勧めします。
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ボイス オーバー インターネット プロトコル経由のファクス
インターネットを使用することで、プリンターを使用してファクスの送受信ができる低コストの電話
サービスに登録することもできます。 この方法は、VoIP (Fax on Voice over Internet Protocol) と呼ばれ

ます。

以下に該当する場合、VoIP サービスを利用している可能性があります。

● ファクス番号と一緒に特別のアクセス コードをダイヤルします。

● インターネットに接続する IP コンバータ ボックスがあり、ファクス接続用のアナログ電話ポー

トがある

注記：ファクスの送受信は、電話コードをプリンターの製品背面のプリンターの "1-LINE" ポートに接
続しているときしか行えません。つまり、インターネット接続は、コンバータ ボックス (ファクス接

続用に通常のアナログ電話ジャックを装備) または電話会社経由で行う必要があるということです。

ヒント：インターネット プロトコルの電話システムを介した従来のファクス送信のサポートは、多く
の場合、制限されています。 ファクスの使用で問題が起きたら、ファクス速度を遅くするか、ファク
スのエラー補正モード (ECM) を無効にしてください。 ただし、ECM をオフにすると、カラー ファクス

を送受信できなくなります。

ファクス速度の変更の詳細については、58 ページのファクス速度の設定を参照してください。 ECM
の使用の詳細については、48 ページのエラー補正モードでのファクス送信を参照してください。

インターネット ファクスについて質問がある場合は、インターネット ファクス サービス サポート部
門、またはお近くのサービス プロバイダにお問い合わせください。
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レポートの使用
ファクスを送受信するたびに、エラー レポートおよび確認レポートを自動的に印刷するようにプリン
ターを設定できます。 システム レポートを必要に応じて手動で印刷することもできます。 これらの
レポートには、プリンターに関する重要なシステム情報が記載されています。

デフォルトでは、プリンターは、ファクスの送受信で問題が発生した場合にのみレポートを印刷する
ように設定されています。 ファクスの送信に成功したことを示す確認メッセージが、ファクスの送受
信のたびにコントロール パネルのディスプレイに短い時間表示されます。

注記：レポートが判読できない場合は、コントロール パネル、または HP ソフトウェアから推定イン
クレベルを確認できます。

注記：インク レベルの警告およびインジケータは、インク交換の準備を促すことを目的としていま
す。 インク残量が少ないという警告が表示されたら、印刷が滞らないよう、交換用のカートリッジを
準備してください。 指示があるまで、インク カートリッジを交換する必要はありません。

注記：プリントヘッドとインク カートリッジが良好な状態で、正しく取り付けられていることを確認
してください。 詳しくは、73 ページの「カートリッジの使用」を参照してください。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● ファクス確認レポートの印刷

● ファクス ログを印刷および表示する

● ファクス処理レポートの印刷

● 発信者 ID レポートの印刷

● 発着信履歴の表示

ファクス確認レポートの印刷

ファクスの送信に成功したことを示す確認メッセージを印刷する必要がある場合は、次の指示に従っ
てファクスを送信する前にファクス送受信の確認を有効にします。

デフォルトのファクス確認設定は、[エラーの場合のみ] です。

ファクス送受信の確認を有効にするには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[詳細設定]、[ファクスの確認] の順に選択します。

3. 次のいずれかのオプションを選択し、[OK] を押します。

[オフ] ファクスの送受信に問題がない時は、ファクス確認
レポートを印刷しません。

[ファクスの送信後] ファクスの送信ごとにファクス確認レポートを印
刷します。

[ファクスの受信後] ファクスの受信ごとにファクス確認レポートを印
刷します。
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[常時稼動] ファクスの送受信ごとにファクス確認レポートを
印刷します。

[エラーの場合のみ] ファクスのエラーごとにファクス確認レポートを
印刷します。 これはデフォルト設定です。

ファクス ログを印刷および表示する

プリンターが送受信したファクスのログを印刷できます。

プリンターのコントロール パネルからファクス ログを印刷するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、 [詳細設定]、[ファクス レポート] の順に選択します。

3. [ファクス ログ] を選択し、[OK] を押します。

ファクス処理レポートの印刷

ファクス処理レポートには、最近行ったファクス処理の詳細が印刷されます。 レポートには、ファク
ス番号、ページ数、ファクスのステータスが記載されます。

ファクス処理レポートを印刷するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、 [詳細設定]、[ファクス レポート] の順に選択します。

3. [最終処理レポート] を選択し、[OK] を押します。

発信者 ID レポートの印刷

次の手順で着信識別ファクス番号リストを印刷します。

着信識別履歴を印刷するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、 [詳細設定]、[ファクス レポート] の順に選択します。

3. [着信識別レポート] を選択し、[OK] を押します。

発着信履歴の表示

プリンター上のすべての発着信を印刷するには、次の手順を使用します。

JAWW レポートの使用 63



発着信履歴を表示するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

2. [設定]、[迷惑ファクス] を順に選択します。

3. [番号を追加] を選択し、[着信識別履歴から選択] を選択して [OK] を押します。
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スキャンのヒント
● 印刷面を下にしてガラス面の右下隅に合わせて、または自動ドキュメント フィーダーに印刷面を

上にして原稿をセットします。

用紙のセット方法の詳細については、32 ページの原稿のセットを参照してください。

● スキャナのガラス面をきれいにして、付着物等がないことを確認してください。

● カラー ファクスを送信する場合は、[エラー補正モード] (ECM) をオンにしてください。

ECM の詳細については、48 ページのエラー補正モードでのファクス送信 を参照してください。

● メモリに空きがなくなったら、ファクスを印刷するか、メモリからファクスを削除するまで、プ
リンターはファクスを受信できなくなります。

メモリ内のファクスを再印刷する方法については、50 ページの受信済みファクスのメモリから

の再印刷 を参照してください。

● プリンターが特定の呼び出し音の着信に応答するように設定することができます。 1 つの電話

回線で複数の電話番号を使用できるサービスを電話会社と契約している場合にのみ、この機能を
使用してください。
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7 Web サービスの使用

● HP ePrint

● HP プリント の使用

● ePrintCenter Web サイトの使用

● Web サービスを使用するためのヒント
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HP ePrint
HP ePrint は HP が提供する無償のサービスで、このサービスを使用すると HP ePrint 対応プリンターに

いつでもどこからでも印刷できます。 プリンターで Web サービスを有効にすると、プリンターに割
り当てられる電子メール アドレスに電子メールを送信するだけで印刷できます。 特別なドライバー
やソフトウェアは必要ありません。 電子メールを送信できれば、HP ePrint を利用してどこからでも印
刷できます。

ePrintCenter でのアカウント登録が完了したら (www.hp.com/go/eprintcenter) サインインして、ePrint ジ
ョブ ステータスの表示、HP ePrint プリンターのキューの管理、プリンターの HP ePrint の電子メール

アドレスを使って印刷できるユーザーの管理、HP ePrint ヘルプの表示を行えるようになります。

HP ePrint を使用すると、HP ePrint 対応プリンターにいつでもどこからでも印刷できます。

HP ePrint を使用するには、以下を準備する必要があります。

● インターネットに接続され電子メールの送受信ができるコンピューターまたはモバイル デバイ
ス

● Web サービスが有効になっている HP ePrint 対応プリンター

注記：メールは、受信するとすぐに印刷されます。 他のメールと同様に、いつ受信するか、受信する
かどうかは保証されません。 ePrintCenter (www.hp.com/go/eprintcenter) で印刷ステータスを確認でき

ます。

注記：HP ePrint で印刷されたドキュメントは、オリジナルと表示が異なる場合があります。 元の原稿

とは異なるテキストのフォント、スタイル、フォーマットで表示される場合があります。 高品質で印
刷する必要があるドキュメント (法律文書など) については、プリントアウトがどのようになるかを詳

細に制御できるコンピューター上のソフトウェア アプリケーションから印刷することをお勧めしま
す。

ヒント：HP ePrint 設定の管理と構成の詳細、および最新機能については、ePrintCenter の Web サイト

(www.hp.com/go/eprintcenter) をご覧ください。

HP ePrint を使用して印刷するには

1. Web サービスを有効にします。

a. プリンターのコントロール パネルの [ePrint] ボタンを押します。

b. 使用条件に同意し、画面の指示に従って Web サービスを有効にします。

c. ePrint 情報ページを印刷し、ページに記載された指示に従って HP ePrint アカウントをサイン

アップします。

2. コンピューターまたはモバイル デバイスで電子メール アプリケーションを開きます。

注記：コンピューターまたはモバイル デバイスでの電子メール アプリケーションの使用方法の
詳細については、そのアプリケーションに付属しているマニュアルを参照してください。

3. 新しい電子メール メッセージを作成し、印刷するファイルを添付します。

4. プリンターの電子メール アドレスを電子メール メッセージの [宛先] 行に入力し、電子メール メ
ッセージを送信するためのオプションを選択します。
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注記：[Bcc] フィールドには電子メール アドレスを指定しないでください。 このフィールドは空
欄にする必要があります。 [Bcc] フィールドに電子メール アドレスやプリンター アドレスを指

定すると、ジョブを印刷できません。

プリンターの電子メール アドレスを検索するには

1. コントロール パネルの [ePrint] ボタンを押します。 プリンター ディスプレイに [Web サービス

の設定] メニューが表示されます。

2. プリンター ディスプレイから [メール アドレスの表示] を選択して、プリンターのメール アドレ
スを表示します。

ヒント：メール アドレスを変更するには、プリンター ディスプレイの [Web サービスの設定] メ
ニューから [情報ページの印刷] を選択します。 プリンターから印刷される情報ページに、プリ
ンター コードと電子メール アドレスの変更方法が記載されています。

[ePrint] をオフにするには

1. コントロール パネルの [ePrint] ボタンを押します。 プリンター ディスプレイに [Web サービス

の設定] メニューが表示されます。

2. プリンター ディスプレイから [ePrint] を選択し、[オフ] を選択します。
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HP プリント の使用
HP プリント は、HP が提供する無料のサービスです。ニュース、レシピ、ビジネスに役立つ情報、ぬ

り絵、パズル、クーポンなどを、指定された時間に Web に接続されたプリンターから直接お届けしま
す。 有名企業を含むさまざまなコンテンツからお気に入りを探して、印刷することができます。 気
に入ったコンテンツをすぐに印刷することができます。また、プリントによっては、お好きな時間に
プリントが自動的に印刷されるように設定することもできます。

フォーマット済みコンテンツはお使いのプリンター専用にデザインされているため、テキストや写真
が切れたり、テキスト 1 行のみの追加ページが印刷されたりする心配がありません。

注記：HP プリント を使用するには、インターネットに接続できるネットワークにプリンターを接続
し、このサービスに登録する必要があります。 利用できるプリントは、国、言語、契約内容によって
異なります。また、ファームウェアの更新が必要になる場合もあります。

詳細については、www.hp.com/go/eprintcenter を参照してください。 プリンターおよび Web サイトに
よっては、HP プリント は Print Apps と呼ばれています。
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ePrintCenter Web サイトの使用
HP が無料で提供する ePrintCenter Web サイトを使用すると、HP ePrint のセキュリティの強化およびプ

リンターへの電子メール送信を許可する電子メール アドレスの指定を行うことができます。 製品の
アップデートやその他の HP プリント、さらにその他の無償のサービスも取得できます。

詳細情報と使用条件については、ePrintCenter Web サイトにアクセスします。( www.hp.com/go/
eprintcenter)。

JAWW ePrintCenter Web サイトの使用 71

http://h20180.www2.hp.com/apps/Nav?h_pagetype=s-924&h_client=s-h-e004-01&h_keyword=lp70014-all&h_lang=ja&h_cc=ja
http://h20180.www2.hp.com/apps/Nav?h_pagetype=s-924&h_client=s-h-e004-01&h_keyword=lp70014-all&h_lang=ja&h_cc=ja


Web サービスを使用するためのヒント
HP プリント の印刷と HP ePrint の使用については、次のヒントを参考にしてください。

HP プリントの印刷と HP ePrint の使用のヒント

● HP プリント でレシピ、クーポン、その他のコンテンツを簡単に Web から印刷する方法を説明し

ます。 詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。
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8 カートリッジの使用

● 推定インクレベルの確認

● インク サプライ品の注文

● 正しいインク カートリッジの選択

● カートリッジの交換

● インクバックアップ機能

● カートリッジ保証情報

● カートリッジ取り扱いのヒント
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推定インクレベルの確認
簡単にインク レベルを確認して、カートリッジの交換時期を知ることができます。 インク レベルは、
カートリッジの推定インクレベルを示しています。

プリンターのコントロール パネルから推定インクレベルを確認するには

● プリンター ディスプレイの ホーム 画面から [インク レベル] を選択し、[OK] を押します。 プリ
ンターに現在のインク レベルが表示されます。

注記：ホーム 画面が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押してください。

プリンター ソフトウェアからインク レベルを確認するには

1. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行して プリンター ソフトウェア を開
きます。

● Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、App バーの

[すべての Apps] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタート] を
クリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet 4630 series]、
[HP Officejet 4630 series] の順にクリックします。

2. プリンター ソフトウェア で、[推定インクレベル] をクリックします。

HP Utility からインク レベルを確認するには

1. HP Utility を開きます。

HP Utility は、ハードディスクのトップ レベルにある アプリケーション フォルダー内の Hewlett-
Packard フォルダーに存在します。

2. ウィンドウの左側のデバイスの一覧から HP Officejet 4630 series を選択します。

3. [サプライ用品のステータス] をクリックします。

推定インク レベルが表示されます。

4. [すべての設定] をクリックし、[インフォメーションおよびサポート] パネルに戻ります。

注記：再充填または再生されたプリント カートリッジや、別のプリンターで使用されていたプリント
カートリッジを取り付けた場合、インク残量インジケータが不正確であったり、表示されない場合が
あります。

注記：インク レベルの警告およびインジケーターが示すインク レベルは、インク交換のタイミング
を示す予測にすぎません。 インク残量が少ないという警告メッセージが表示されたら、印刷できなく
なる前に交換用のカートリッジを準備してください。 印刷の品質が使用に耐えないレベルに達する
までプリント カートリッジを交換する必要はありません。

注記：カートリッジ内のインクは、印刷処理のさまざまな場面で消費されます。初期化処理で、プリ
ンターとカートリッジの印刷準備を行う際や、プリントヘッドのクリーニングで、プリント ノズルを
クリーニングしてインクの流れをスムーズにする際にも消費されます。 また、使用済みカートリッジ
内にはある程度のインクが残っています。 詳細については、www.hp.com/go/inkusage を参照してくだ
さい。
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インク サプライ品の注文
カートリッジを注文する前に、正しいカートリッジ番号を確認してください。

プリンターのカートリッジ番号を確認する

● カートリッジ番号はカートリッジ アクセス ドアの内側に記載されています。

プリンター ソフトウェア でプリンターのカートリッジ番号を確認する

1. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行してプリンター ソフトウェアを開
きます。

● Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、App バーの
[すべての Apps] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタート] を
クリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet 4630 series]、
[HP Officejet 4630 series] の順にクリックします。

2. このリンクを使用するときに、正しいカートリッジ番号が表示されます。

プリンター ソフトウェア で [ショッピング] をクリックし、[サプライ品のオンライン購入] をク
リックします。

プリント カートリッジの注文番号を調べるには

1. HP Utility を開きます。

注記：HP Utility は、ハードディスクのトップ レベルにある アプリケーション フォルダー内の
Hewlett-Packard フォルダーに存在します。

2. [サプライ製品情報] をクリックします。

プリント カートリッジの注文番号が表示されます。

3. [すべての設定] をクリックし、[インフォメーションおよびサポート] パネルに戻ります。

HP Officejet 4630 series 用の HP 製サプライ品を注文するには、www.hp.com/buy/supplies にアクセスし
てください。 指示に従って、お住まいの国/地域を選択し、製品を選択して、ページ上のショッピング

リンクの 1 つをクリックします。

注記：インク カートリッジのオンライン注文は、取り扱っていない国/地域もあります。 お住まいの
国または地域でお取り扱いがなくても、サプライ品情報を確認したり、一覧を印刷して最寄りの HP
販売店でのご購入時の参考にすることができます。
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正しいインク カートリッジの選択
HP では、HP 純正インク カートリッジを使用するように推奨します。 HP 製インク カートリッジは、

HP プリンターで最高の性能が得られるように設計され、何度もテストされています。
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カートリッジの交換

カートリッジを交換するには

1. 電源が入っていることを確認します。

2. カートリッジを取り外します。

a. カートリッジ アクセス ドアを開きます。

プリント ホルダーがプリンター右端に移動するまで待ちます。

b. カートリッジのタブを持ち上げて、スロットから取り外します。

3. 新しいカートリッジを差し込みます。

a. カートリッジをパッケージから取り出します。
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b. つまみを引っ張ってプラスチック テープをはがします。

c. 新しいカートリッジを斜めに傾けて、開いたタブの下のスロットに差し込み、カートリッジ
を所定の位置にスライドさせ、タブを閉じて押し込みます。

d. カートリッジ アクセス ドアを閉じます。

4. 普通紙をセットし、調整ページを印刷します。

5. スキャナーのガラス面の右下隅に印刷面を下にして調整ページを置いて、カバーを閉じ、[OK] ボ
タンを押して調整を完了します。
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インクバックアップ機能
シングル カートリッジ モードでは、HP Officejet 4630 series は 1 つのインク カートリッジのみを使用

します。 インク カートリッジ をインク カートリッジ ホルダーから取り外すと、シングル カートリ
ッジ モードになります。

注記：HP Officejet 4630 series がシングル カートリッジ モードで動作すると、プリンターのディスプ
レイにメッセージが表示されます。 プリンターに 2 つのインク カートリッジを取り付けているとき

にメッセージが表示された場合は、各インク カートリッジのビニール テープの保護シートがはがさ
れていることを確認してください。 保護テープがインク カートリッジの接触部分を覆っていると、
プリンターはインク カートリッジが取り付けられたことを検出できません。

シングル カートリッジ モードを終了するには

● HP Officejet 4630 series に黒のカートリッジと 3 色カラー カートリッジを装着してシングル カー
トリッジ モードを終了します。
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カートリッジ保証情報
HP カートリッジの保証は、指定された HP 製プリンティング デバイスで使用された場合に適用されま

す。 この保証は、詰め替え、再生、刷新、誤用、改造のいずれかを受けた HP インク カートリッジに
は適用されません。

保証期間内に HP インクを使い切っていないこと、保証期限が切れていないことがカートリッジに保

証が適用される条件です。 保証期限は図のように、YYYY/MM/DD 形式でカートリッジに記載されてい

ます。

HP 限定保証条項については、プリンターに付属の印刷ドキュメントを参照してください。
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カートリッジ取り扱いのヒント
カートリッジを使用するには、次のヒントを参考にしてください。

● インク カートリッジを乾燥から保護するには、必ず [オン] ボタンを押してプリンターをオフに
してください。また、[オン] ボタンのランプが消えるまで待ってください。

● インク カートリッジを取り付ける準備ができるまで、インク カートリッジを開けたり、テープ
をはがしたりしないでください。 テープをインク カートリッジにつけておくことで、インクの
蒸発を減らすことができます。

● カートリッジを正しいスロットに差し込みます。 各カートリッジの色とアイコンを各スロット
の色とアイコンと一致させます。 必ずインク カートリッジを正しい位置にカチッとはめ込みま
す。

● プリンターを調整して、最善の印刷品質が得られるようにします。 詳細については、
100 ページの印刷品質の改善を参照してください。

● 推定インクレベル画面に 1 つまたは両方のカートリッジの残量が少なく表示されたときは、印刷

できなくなる前に交換用のカートリッジを準備してください。 印刷品質が使用に耐えないレベ
ルに達するまでインク カートリッジを交換する必要はありません。 詳細については、
77 ページのカートリッジの交換を参照してください。

● 何らかの理由でプリンターからカートリッジを取り外す場合は、できるだけ早く元の場所に戻す
ようにしてください。 プリンターから外され、保護されない状態にあると、カートリッジは乾燥
し始めます。
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9 接続方式

● Wi-Fi Protected Setup (WPS – WPS ルーターが必要)

● 従来のワイヤレス接続 (ルーターが必要)

● USB 接続 (非ネットワーク接続)

● USB 接続からワイヤレス ネットワークへの変更

● ルーターなしでのプリンターへのワイヤレス接続

● ネットワークに接続されたプリンターをセットアップして使用するためのヒント

● 高度なプリンター管理ツール (ネットワーク接続されたプリンター用)
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Wi-Fi Protected Setup (WPS – WPS ルーターが必要)
注記：プリンター付属の HP ソフトウェアとプリンター ネットワーク ドライブがインストールされて
いることを確認してください。

HP Officejet 4630 series を Wi-Fi Protected Setup (WPS) を使用してワイヤレス ネットワークに接続する

には、次のものが必要です。

● WPS 対応ワイヤレス ルーターまたはアクセス ポイントを含むワイヤレス 802.11b/g/n ネットワ

ーク。

注記：HP Officejet 4630 series では 2.4GHz を使用した接続のみをサポートします。

● WPS をサポートするルーターには、通常、(WPS) ボタンが付いています。

● WPS PIN 方式を使用してワイヤレス接続をセットアップする場合は、HP Officejet 4630 series をイ
ンストールするコンピューターがワイヤレス ネットワークに接続されている必要があります。

プッシュ ボタン (PBC) 方式

1. ワイヤレス ランプが点滅を開始するまで、プリンターの[ワイヤレス] ボタンを 3 秒以上押し続け

ます。 ランプが点滅したら、2 分間以内にルーターの WPS ボタンを押してください。

2. ルーターの WiFi Protected Setup (WPS) ボタンを押します。

注記：タイマーが設定された約 2 分の間にワイヤレス接続が確立されます。

PIN 方式

1. プリンターのコントロール パネルで [ワイヤレス] ボタンを押して、[ワイヤレス] メニューを表示
します。 プリンターが印刷中、エラー状態、または重要なタスクを実行中の場合、タスクが完了
するまで、またはエラーが解消するまで待ってから [ワイヤレス] ボタンを押します。

2. プリンター ディスプレイから [設定] を選択します。

3. プリンター ディスプレイから [Wi-Fi Protected Setup] を選択します。

4. 指示に従って [PIN] を選択してから、画面上の指示に従います。

注記：タイマーが設定された約 4 分の間に、ネットワーキング デバイスの対応するボタンを押すか、

ルーター PIN をルーターの設定ページに入力する必要があります。
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従来のワイヤレス接続 (ルーターが必要)
HP Officejet 4630 series を内蔵ワイヤレス WLAN 802.11 ネットワークに接続するには､以下が必要にな

ります。

● ワイヤレス ルーターまたはアクセス ポイントを含むワイヤレス 802.11b/g/n ネットワーク。

注記：HP Officejet 4630 series では 2.4GHz を使用した接続のみをサポートします。

● コンピューターは、HP Officejet 4630 series をインストールしようとしているワイヤレス ネット

ワークに接続されている必要があります。

● ネットワーク名 (SSID)。

● WEP キーまたは WPA パスフレーズ (必要な場合)。

プリンターを接続するには

1. プリンターのコントロール パネルから [ワイヤレス] ボタンを押して、[設定] を選択します。

2. [ワイヤレス設定ウィザード] までスクロールして選択し、[OK] を押します。

3. 画面の指示に従ってワイヤレス接続のセットアップを行います。

4. コンピューターの CD-ROM ドライブに プリンター ソフトウェア CD を挿入します。

5. 画面上の指示に従って、プリンター ソフトウェアをインストールします。

新しいプリンターを接続するには

プリンターをコンピューターに接続していない場合、または同一モデルの別の新しいプリンターをコ
ンピューターに接続する場合、[新しいプリンタの接続] 機能を使用して接続をセットアップできます。

注記：プリンター ソフトウェア がすでにインストールされている場合は、この方法を使用します。

1. プリンターのコントロール パネルから [ワイヤレス] ボタンを押して、[設定] を選択します。

2. [ワイヤレス設定ウィザード] までスクロールして選択し、[OK] を押します。

3. 画面の指示に従ってワイヤレス接続のセットアップを行います。

4. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行します。

● Windows 8： [スタート] 画面の空白部分を右クリックし、アプリ バーの [すべてのアプリ] を
クリックします。

● Windows 7、Windows Vista、および Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタ

ート] をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP] をクリックしてか

ら、[HP Officejet 4630 series] をクリックします。

5. [プリンタのセットアップとソフトウェア] を選択します。

6. [新しいプリンタを接続する] を選択します。 画面の指示に従います。
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新しいプリンターを接続する

1. [システム環境設定]で、[プリントとファクス]を選択します。

2. 左側にあるプリンターリストの下の [+] をクリックします。

3. リストから新しいプリンターを選択します。

ネットワーク設定を変更するには

プリンターのワイヤレス設定を変更するには、イヤレス設定ウィザードを実行します。

さらに詳細な設定を変更するには

注記：ネットワークの管理者だけが、詳細な設定を変更できます。

1. プリンターのコントロール パネルから [ワイヤレス] ボタンを押して、[設定] を選択します。

2. [詳細設定] までスクロールして選択します。

3. [詳細設定] メニューから変更するアイテムを選択します。

4. 画面の指示に従います。
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USB 接続 (非ネットワーク接続)
HP Officejet 4630 series には、コンピューターに接続するための後部 USB 2.0 High Speed ポートがあり

ます。

注記：Web サービスは USB 直接接続では使用できません。

USB ケーブルを使用してプリンタを接続するには

1. コンピューターの CD-ROM ドライブにプリンター ソフトウェア CD を挿入します。

注記：USB ケーブルは、ソフトウェアからの指示があるまで本プリンターに接続しないでくださ

い。

2. 画面の指示に従ってください。 指示に従って、[接続オプション] 画面の [USB] を選択してプリン

ターをコンピューターに接続します。

3. 画面の指示に従ってください。

プリンター ソフトウェアがインストールされている場合、プリンターはプラグ アンド プレイ プリン
ターとして動作します。 ソフトウェアがインストールされていない場合、プリンターに付属している
CD を挿入し、画面の指示に従います。
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USB 接続からワイヤレス ネットワークへの変更
最初 USB ケーブルでプリンターをコンピューターに直接接続した状態でプリンターのセットアップ

とソフトウェアのインストールを行った場合、ワイヤレス ネットワーク接続に簡単に変更できます。
ワイヤレス ルーターまたはアクセス ポイントを含むワイヤレス 802.11b/g/n ネットワークが必要で

す。

注記：HP Officejet 4630 series では 2.4GHz を使用した接続のみをサポートします。

USB 接続からワイヤレス ネットワークに変更する前に、次のことを確認します。

● プリンターが USB ケーブルでコンピューターに接続されている (ケーブルを取り外すよう指示さ

れるまで)。

● コンピューターが、プリンターをセットするワイヤレス ネットワークに接続されている。

USB 接続からワイヤレス ネットワークに変更するには

1. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行します。

● Windows 8： [スタート] 画面の空白部分を右クリックし、アプリ バーの [すべてのアプリ] を
クリックします。

● Windows 7、Windows Vista、および Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタ
ート] をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP] をクリックしてか

ら、[HP Officejet 4630 series] をクリックします。

2. [プリンタのセットアップとソフトウェア] を選択します。

3. [USB 接続プリンターのワイヤレスへの変換] を選択します。 画面の指示に従います。

USB 接続からワイヤレス ネットワークに変更するには

1. プリンターをワイヤレス ネットワークに接続します。

2. このプリンターのソフトウェア接続をワイヤレスに変更するには、Applications/Hewlett-
Packard/Device Utilities 内の [HP セットアップ アシスタント] を使用します。
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ルーターなしでのプリンターへのワイヤレス接続
HP ワイヤレス ダイレクトを使用すると、コンピューター、スマートフォン、タブレットなどの Wi-Fi
デバイスを、新しいワイヤレス ネットワークやホットスポットに接続するのと同じプロセスで、Wi-
Fi 経由でプリンターに直接接続できるようになります。 ワイヤレス ダイレクトによって、ワイヤレス

ルーターを使用せずに、Wi-Fi 対応デバイスからプリンターに直接ワイヤレスで印刷できます。

ルーターを使用せずにプリンターにワイヤレス接続するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面から [ワイヤレス ダイレクト] を選択し、[OK] を押しま

す。

2. [ワイヤレス ダイレクト] メニューで [ワイヤレス ダイレクト] を選択して、[OK] を押します。

3. 右側のボタンを使用して、[オン (セキュリティなし)] を選択して、[OK] を押します。

ヒント：HP ワイヤレス ダイレクト のセキュリティを強化したい場合、コンピューターまたはモ
バイル デバイスが WPA2 暗号化をサポートしていれば、セキュリティを有効にするオプションを

選択します。 セキュリティが有効の場合、パスワードを持つユーザーだけがプリンターにワイヤ
レス接続できます。 セキュリティを有効にしていない場合、プリンターのワイヤレス接続のレン
ジ内にあるワイヤレス デバイスを持つユーザーは、誰でもプリンターに接続できます。

4. [表示名] の横のボタンを押すと、ワイヤレス ダイレクト名が表示されます。

5. セキュリティが有効になっている場合は、[パスワードの表示] の横のボタンを押すと、ワイヤレ
ス ダイレクト パスワードが表示されます。

ヒント：内蔵 Web サーバー (EWS) から HP ワイヤレス ダイレクト をオンにすることもできます。
EWS の使用の詳細については、91 ページの内蔵 Web サーバーを開くには を参照してください。

6. デスクトップ コンピューターまたはノート パソコンを使用する場合は、ワイヤレス ダイレクト
に接続した後で、プリンター ソフトウェアをインストールする必要があります。 モバイル デバ
イスを使用する場合、モバイル デバイスに互換性のあるアプリケーションがインストールされて
いる必要があります。 プリンターをネットワークを介して既にインストールしている場合は、ワ
イヤレス ダイレクト経由でプリンターの使用を開始することができます。

ワイヤレス印刷の詳細については、17 ページの HP ワイヤレス ダイレクト での印刷 を参照して

ください。
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ネットワークに接続されたプリンターをセットアップして使
用するためのヒント

ネットワーク接続されたプリンターのセットアップと使用については、次のヒントを参考にしてくだ
さい。

● プリンターでワイヤレス設定ウィザードを起動すると、プリンターはワイヤレス ルーターを検索
し、検出したネットワーク名をプリンター ディスプレイに一覧表示します。

● コンピューターが仮想私設ネットワーク (VPN) に接続されている場合、プリンターなどネットワ

ーク上のその他のデバイスにアクセスするためには、VPN から切断する必要があります。

● ネットワーク セキュリティ設定を見つける方法について説明します。
詳細については、ここをクリックしてオンライン接続します。

● HP 印刷 & スキャンドクターについて説明します。
詳細については、ここをクリックしてオンライン接続します。

● ネットワーク トラブルシューティングのヒントについて説明します。
詳細については、ここをクリックしてオンライン接続します。

● USB からワイヤレス接続に変更する方法について説明します。
詳細については、ここをクリックしてオンライン接続します。

● プリンター セットアップ時にファイアー ウォールとウイルス対策プログラムを操作する方法を
説明します。 詳細については、ここをクリックしてオンライン接続します。
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高度なプリンター管理ツール (ネットワーク接続されたプリ
ンター用)

プリンターがネットワークに接続されている場合、内蔵 Web サーバーを使用してコンピューターから

ステータス情報の表示、設定の変更、およびプリンターの管理を行うことができます。

注記：設定の表示または変更には、パスワードが必要になる場合があります。

組み込み Web サーバーは、インターネットに接続せずに開いて使用することができます。 ただし、

一部の機能は使用できません。

● 内蔵 Web サーバーを開くには

● Cookie について

内蔵 Web サーバーを開くには

ネットワークまたはワイヤレス ダイレクト経由で内蔵 Web サーバーにアクセスできます。

ネットワーク経由で内蔵 Web サーバーを開く

注記：プリンターがネットワークに接続され、IP アドレスが指定されている必要があります。 プリン

ターの IP アドレスを見つけるには、[ワイヤレス] ボタンを押すか、ネットワーク設定ページを印刷し
ます。

● コンピューターのサポートされた Web ブラウザで、プリンターに割り当てられている IP アドレ

スまたはホスト名を入力します。

例えば、IP アドレスが 192.168.0.12 の場合、以下のアドレスを Web ブラウザに入力します。
http://192.168.0.12

ワイヤレス ダイレクト経由で内蔵 Web サーバーを開くには

1. プリンターのコントロール パネルの [ワイヤレス] ボタンを押すか、[設定] を選択します。

2. ディスプレイに ワイヤレス ダイレクト が [オフ] であることが表示される場合は、[ワイヤレス
ダイレクト] を選択し、[オン (セキュリティなし)] または [オン (セキュリティあり)] を選択しま

す。

3. ワイヤレス コンピューターまたはモバイル デバイスから、ワイヤレスをオンにし、ワイヤレス
ダイレクト名 (例： HP-Print-XX-Deskjet 3510 series) を検索して接続します。 ワイヤレス ダイレ

クト セキュリティをオンにした場合、指示に従って、ワイヤレス ダイレクト パスワードを入力
します。

4. コンピューターのサポートされた Web ブラウザで、次のアドレスを入力します。 http://
192.168.223.1

Cookie について

内蔵 Web サーバー (EWS) は、ブラウザからページを表示したときに小さいテキスト ファイル (Cookie)
をハード ディスクに作成します。 これらのファイルにより EWS は次回アクセス時にユーザーのコン
ピューターを認識することができます。 例えば、EWS 言語を設定した場合、選択した言語が Cookie
に記憶されるので、次に EWS を開いたときに、ページがその言語で表示されます。 一部の Cookie (ユ
ーザー固有の設定を記憶する Cookie など) は手動で消去するまでコンピューターに保存されていま
す。
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ブラウザの設定によって、すべての Cookie を受け入れることも、Cookie が書き込まれる前に警告する

こともできます。これにより、どの Cookie を受け入れ、どれを拒否するかを選択できます。 また、ブ
ラウザを使用して不要な Cookie を削除することもできます。

注記：デバイスによっては、Cookie を無効にすると、以下の機能のどれかが使用できなくなる場合が
あります。

● アプリケーションを終了したところからの再開 (特にセットアップ ウィザードで有用)

● EWS ブラウザ言語設定の記憶

● EWS ホーム ページのパーソナライズ

プライバシーおよび Cookie 設定の変更方法と、Cookie の表示または削除方法については、Web ブラウ
ザで利用できるドキュメントを参照してください。
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10 問題の解決法

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 紙詰まりの解消

● 印刷品質の改善

● 印刷できない

● コピーとスキャンの問題の解決

● ファクスの問題を解決する

● ネットワークの問題を解決する

● HP サポート
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紙詰まりの解消
用紙経路から紙詰まりを取り除きます。

用紙経路から紙詰まりを取り除くには

1. カートリッジ アクセス ドアを開きます。

2. クリーンアウトを取り外します。

3. 詰まった用紙を後部ローラーから取り除きます。

4. クリーンアウトを元に戻します。
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5. カートリッジ アクセス ドアを閉じます。

6. コントロール パネルの [OK] ボタンを押して、現在のジョブを続行します。

両面印刷ユニットから紙詰まりを取り除きます。

両面印刷ユニットから詰まった紙を取り除くには

1. カートリッジ アクセス ドアを開きます。

2. クリーンアウトを取り外します。

3. 両面印刷ユニット経路カバーの穴を押して、カバーを持ち上げます。 詰まった用紙を取り除きま
す。
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4. クリーンアウトを元に戻します。

5. カートリッジ アクセス ドアを閉じます。

6. コントロール パネルの [OK] ボタンを押して、現在のジョブを続行します。

プリント ゾーンから紙詰まりを取り除きます。

プリント ゾーンから詰まった用紙を取り除くには

1. カートリッジ アクセス ドアを開きます。

2. プリンター内から詰まっている用紙を取り除きます。
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3. カートリッジ アクセス ドアを閉じます。

4. コントロール パネルの [OK] ボタンを押して、現在のジョブを続行します。

自動ドキュメント フィーダーの紙詰まりを解消する

自動ドキュメント フィーダーから詰まった紙を取り除くには

1. 自動ドキュメント フィーダーのカバーを上げます。

2. 自動ドキュメント フィーダーの正面にあるタブを持ち上げます。

3. 詰まっている用紙をローラーからゆっくり引き出します。

注意：ローラーから引き出している途中に用紙が破れてしまった場合、ローラーとホイールを点
検して、プリンター本体の中に紙切れが残っていないか確認してください。 プリンターに紙切れ
が残っていると、紙詰まりが起こりやすくなります。

4. 自動ドキュメント フィーダー のカバーを閉じ、カチッとはまるまでしっかりと下に押します。

5. コントロール パネルの [OK] ボタンを押して、現在のジョブを続行します。
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上記の方法で問題が解決しない場合は、ここをクリックしてオンライン トラブルシューティングを参

照してください。

紙詰まりを防止するには

● 用紙トレイに用紙を入れ過ぎないでください。

● 用紙トレイから印刷された用紙を頻繁に取り除くようにしてください。

● 用紙を用紙トレイに平らに置き、端が折れたり破れたりしないようにセットしてください。

● 用紙トレイに種類やサイズの異なる用紙を一緒にセットしないでください。 用紙トレイにセッ
トした用紙は、すべて同じサイズと種類でなければなりません。

● すべての用紙がぴったり収まるように、用紙トレイの横方向用紙ガイドを調整してください。 横
方向用紙ガイドで用紙トレイの用紙を折らないようにしてください。

● 用紙を用紙トレイの奥に入れすぎないでください。

● プリンターの印刷中は用紙を追加しないでください。 プリンターが用紙切れの状態で動作しよ
うとしている場合、用紙切れメッセージが表示されるのを待ってから用紙を追加するようにして
ください。

上記の方法で問題が解決しない場合は、ここをクリックしてオンライン トラブルシューティングを参

照してください。
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インクホルダーの確認
用紙など、インク ホルダーをふさいでいる障害物を取り除きます。

詳細については、94 ページの紙詰まりの解消を参照してください。

注記：紙詰まりを取り除くために、工具やその他の道具を使用しないでください。 プリンター内部か
ら紙詰まりの用紙を取り除くときには、常に注意してください。

詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。
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印刷品質の改善

注記：インク カートリッジを乾燥から保護するには、必ず [オン] ボタンを押してプリンターをオフに
してください。また、[オン] ボタンのランプが消えるまで待ってください。

1. HP 純正インク カートリッジと HP が推奨する用紙を使用していることを確認します。

詳しくは、26 ページの推奨する印刷用紙を参照してください。

2. プリンター ソフトウェアで、メディア ドロップダウン リストから適切な用紙の種類を選択して
いること、品質設定ドロップダウン リストから適切な印刷品質を選択していることを確認しま
す。

プリンター ソフトウェア の [印刷、スキャン、ファクス] をクリックしてから [基本設定] をクリ
ックすると、プリントのプロパティにアクセスできます。

3. 推定インク レベルを確認し、カートリッジのインクが不足していないか調べます。

詳しくは、74 ページの推定インクレベルの確認を参照してください。 インク カートリッジがイ

ンク不足の場合は、インク カートリッジを交換してください。

4. カートリッジを調整します。

プリンター ソフトウェアからカートリッジを調整するには

注記：カートリッジを調整することで高品質の出力が得られます。 プリンターでは、新しいカー
トリッジを取り付けるたびに、カートリッジの調整を求めるメッセージが表示されます。 インク
カートリッジを取り外した後もう一度取り付けた場合には、インク カートリッジの調整のメッセ
ージは表示されません。 HP All-in-One にはインク カートリッジに合わせて調整した値が記憶さ
れるので、インク カートリッジの再調整は必要ありません。

a. 用紙トレイに、A4 の白い普通紙をセットします。

b. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行して プリンター ソフトウェア
を開きます。

● Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、App
バーの [すべての Apps] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタート]
をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet 4630
series]、[HP Officejet 4630 series] の順にクリックします。

c. プリンター ソフトウェア の [印刷、スキャン、ファクス] をクリックしてから [プリンタの
メンテナンス] をクリックすると、[プリンタ ツールボックス] にアクセスできます。

d. [プリンタ ツールボックス] が表示されます。

e. [プリンタ サービス] タブの [インク カートリッジの調整] をクリックします。 調整シート
が印刷されます。
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f. カートリッジ調整シートの印刷面を下にして、スキャナーのガラス面の右下隅に合わせてセ
ットします。

g. プリンター ディスプレイの指示に従ってカートリッジを調整します。 使用したカートリッ
ジ調整シートは再利用するか破棄してください。

プリンター ディスプレイからカートリッジを調整するには

a. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ツール] を選択
して [OK] を押します。

注記：ホーム 画面が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押してください。

b. プリンター ディスプレイの [ツール] メニューから、[プリンタの調整] を選択します。 画面
の指示に従います。

5. カートリッジのインクが少なくなっていない場合は、診断ページを印刷します。

プリンター ソフトウェアから診断ページを印刷するには

a. 用紙トレイに、A4 の白い普通紙をセットします。

b. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行して プリンター ソフトウェア
を開きます。

● Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、App
バーの [すべての Apps] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタート]
をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet 4630
series]、[HP Officejet 4630 series] の順にクリックします。

c. プリンター ソフトウェア の [印刷、スキャン、ファクス] をクリックしてから [プリンタの
メンテナンス] をクリックすると、プリンタ ツールボックスにアクセスできます。
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d. [デバイス レポート] タブの [診断情報の印刷] をクリックして、診断ページを印刷します。
診断ページで青、マゼンタ、黄色、および黒のカラーボックスを確認します。 色のボック
スと黒のボックスの中に縞模様が見えるか、ボックスの場所にインクがない場合は、カート
リッジが自動的にクリーニングされます。

プリンター ディスプレイから診断ページを印刷するには

a. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ツール] を選択
して [OK] を押します。

注記：ホーム 画面が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押してください。

b. プリンター ディスプレイの [ツール] メニューから、[印刷品質レポート] を選択します。 画
面の指示に従います。

6. 診断ページのカラーおよび黒のボックスに線が入っていたり、ボックス内に印刷されていない箇
所がある場合は、インク カートリッジの自動クリーニングを実行します。
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プリンター ソフトウェアからカートリッジをクリーニングするには

a. 用紙トレイに、A4 の白い普通紙をセットします。

b. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行して プリンター ソフトウェア
を開きます。

● Windows 8： [スタート] で、画面上の何も表示されていない領域を右クリックし、App
バーの [すべての Apps] をクリックして、プリンター名のアイコンをクリックします。

● Windows 7、Windows Vista、Windows XP： コンピューターのデスクトップで、[スタート]
をクリックし、[すべてのプログラム] を選択します。次に、[HP]、[HP Officejet 4630
series]、[HP Officejet 4630 series] の順にクリックします。

c. プリンター ソフトウェア の [印刷、スキャン、ファクス] をクリックしてから [プリンタの
メンテナンス] をクリックすると、[プリンタ ツールボックス] にアクセスできます。

d. [プリンタ サービス] タブの [インク カートリッジのクリーニング] をクリックします。 画
面の指示に従います。

プリンター ディスプレイからカートリッジをクリーニングするには

a. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ツール] を選択
して [OK] を押します。

注記：ホーム 画面が表示されない場合は、[ホーム] ボタンを押してください。

b. プリンター ディスプレイの [ツール] メニューから、[プリンタヘッドのクリーニング] を選
択します。 画面の指示に従います。

印刷品質を改善するには

1. HP 製カートリッジを使用していることを確認します。

2. [プリント] ダイアログで適切な用紙の種類および印刷品質を選択していることを確認します。

3. 推定インク レベルを確認し、カートリッジのインクが不足していないか調べます。

インクの残量が少ない場合は、プリント カートリッジの交換を準備してください。

4. プリンターのカートリッジを調整します。

プリント カートリッジを調整するには

a. 用紙トレイに A4 サイズの白の普通紙をセットします。

b. HP Utility を開きます。

注記：HP Utility は、ハードディスクのトップ レベルにある アプリケーション フォルダー内

の Hewlett-Packard フォルダーに存在します。

c. ウィンドウの左側のデバイスの一覧から HP Officejet 4630 series を選択します。

d. [調整] をクリックします。

e. [位置調整] をクリックして画面上の指示に従います。

f. [すべての設定] をクリックし、[インフォメーションおよびサポート] パネルに戻ります。
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5. テスト ページ を印刷します。

テストページを印刷するには

a. 用紙トレイに A4 サイズの白の普通紙をセットします。

b. HP Utility を開きます。

注記：HP Utility は、ハードディスクのトップ レベルにある アプリケーション フォルダー内

の Hewlett-Packard フォルダーに存在します。

c. ウィンドウの左側のデバイスの一覧から HP Officejet 4630 series を選択します。

d. [テストページ ] をクリックします。

e. [テスト ページのプリント] をクリックして画面上の指示に従います。

テスト ページをチェックしてテキスト内や色のついたボックスにぎざぎざの線や縞がない
かを確認します。 ボックスの中にぎざぎざの線や縞があったり、インクがない箇所があっ
た場合は、自動的にカートリッジのクリーニングが実行されます。

6. 診断ページに縞があったり、テキスト内や色のついたボックスにインクがない箇所があった場合
は、自動的にカートリッジのクリーニングが実行されます。

プリントヘッドの自動クリーニングをするには

a. 用紙トレイに A4 サイズの白の普通紙をセットします。

b. HP Utility を開きます。

注記：HP Utility は、ハードディスクのトップ レベルにある アプリケーション フォルダー内

の Hewlett-Packard フォルダーに存在します。

c. ウィンドウの左側のデバイスの一覧から HP Officejet 4630 series を選択します。

d. [プリントヘッドのクリーニング] をクリックします。

e. [クリーニング] をクリックして画面上の指示に従います。

注意：プリント ヘッドの不必要なクリーニングは行わないでください。 必要以上にクリー
ニングを行うとインクが無駄になり、またプリント ヘッドの寿命も短くなります。

注記：クリーニングを行っても印刷品質が改善されない場合は、プリンタの調整を行ってく
ださい。 クリーニングや調整を行っても印刷品質の問題が解決しない場合は、HP サポート
に連絡してください。

f. [すべての設定] をクリックし、[インフォメーションおよびサポート] パネルに戻ります。

上記の方法で問題が解決しない場合は、ここをクリックしてオンライン トラブルシューティングを参

照してください。

104 第 10 章   問題の解決法 JAWW

http://h20180.www2.hp.com/apps/Nav?h_pagetype=s-924&h_client=s-h-e004-01&h_keyword=lp70004-all-OJ4630&h_lang=ja&h_cc=ja
http://h20180.www2.hp.com/apps/Nav?h_pagetype=s-924&h_client=s-h-e004-01&h_keyword=lp70004-all-OJ4630&h_lang=ja&h_cc=ja


印刷できない
うまく印刷できない場合は、HP 印刷 & スキャン ドクターをダウンロードしてください。このユーテ

ィリティを使用すると、この問題を自動的に解決できます。 このユーティリティを取得するには、適
切なリンクをクリックします。

注記：HP 印刷 & スキャン ドクターがお客様の言語で利用できない場合があります。

HP Print and Scan Doctor のダウンロード ページを表示する

印刷の問題を解決するには

注記：プリンターの電源がオンであり、トレイに用紙があることを確認します。 それでも印刷できな
い場合は、次の手順に従ってください。

1. プリンター ディスプレイのエラー メッセージを確認し、画面上の指示に従ってエラーを解決し
ます。

2. コンピューターが USB ケーブルでプリンターに接続されている場合は、USB ケーブルをいったん

外し、再度接続します。 コンピューターがワイヤレス接続でプリンターに接続されている場合
は、接続が機能していることを確認します。

3. プリンターが停止またはオフラインでないことを確認します。

プリンターが停止していない、またはオフラインでないことを確認するには

a. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行します。

● Windows 8： 画面の右上隅をポイントまたはタップして Charms バーを開いて、[設定]
アイコンをクリックします。次に、[コントロール パネル] をクリックまたはタップし、
[デバイスとプリンターの表示] をクリックまたはタップします。

● Windows 7： Windows の [スタート] メニューから、[デバイスとプリンター] をクリック

します。

● Windows Vista： Windows の[スタート] メニューから、[コントロール パネル]、 [プリン
タ] の順にクリックします。

● Windows XP： Windows の [スタート] メニューから、[コントロール パネル]、[プリンタと
FAX] の順にクリックします。

b. プリンターのアイコンをダブルクリックするか、プリンターのアイコンを右クリックして
[印刷内容の表示] を選択し、印刷キューを開きます。

c. [プリンタ] メニューで [一時停止] または [プリンタをオフラインで使用する] の横にチェッ
クマークがないことを確認します。

d. 何らかの変更を行なった場合は、もう一度印刷を実行します。

4. プリンターがデフォルト プリンターに設定されていることを確認します。

プリンタがデフォルト プリンタに設定されていることを確認するには

a. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行します。

JAWW 印刷できない 105

http://h20180.www2.hp.com/apps/Nav?h_pagetype=s-924&h_client=s-h-e004-01&h_keyword=lp70044-win&h_lang=ja&h_cc=ja


● Windows 8： 画面の右上隅をポイントまたはタップして Charms バーを開いて、[設定]
アイコンをクリックします。次に、[コントロール パネル] をクリックまたはタップし、
[デバイスとプリンターの表示] をクリックまたはタップします。

● Windows 7： Windows の [スタート] メニューから、[デバイスとプリンター] をクリック
します。

● Windows Vista： Windows の[スタート] メニューから、[コントロール パネル]、 [プリン

タ] の順にクリックします。

● Windows XP： Windows の [スタート] メニューから、[コントロール パネル]、[プリンタと

FAX] の順にクリックします。

b. 正しいプリンターがデフォルト プリンターとして設定されていることを確認します。

デフォルト プリンターは横の黒または緑の丸内にチェックマークが付いています。

c. 間違ったプリンターがデフォルト プリンターとして設定されている場合は、正しいプリン
ターを右クリックし、[通常使うプリンタに設定] を選択します。

d. プリンターを再度使ってみます。

5. 印刷スプーラーを再起動してください。

印刷スプーラーを再起動するには

a. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行します。

Windows 8

i. 画面の右上隅をポイントまたはタップして Charms バーを開いて、[設定] アイコンをク

リックします。

ii. [コントロール パネル] をクリックまたはタップして、[システムとセキュリティ] をク
リックまたはタップします。

iii. [管理ツール] をクリックまたはタップして、[サービス] をダブルクリックまたはダブル
タップします。

iv. [印刷スプーラ]を右クリックまたはタッチし続け、[プロパティ]をクリックします。

v. [スタートアップの種類]の横の[全般]タブで、[自動]が選択されていることを確認しま
す。

vi. サービスがまだ起動していなければ、[サービスの状態]の下で、[開始] をクリックまた
はタップして、[OK] をクリックまたはタップします。

Windows 7

i. Windows の[スタート] メニューから、[コントロール パネル]、[システムとセキュリテ
ィ]、[管理ツール]の順にクリックします。

ii. [サービス] をダブルクリックします。

iii. [印刷スプーラ]を右クリックし、[プロパティ]をクリックします。
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iv. [スタートアップの種類]の横の[全般]タブで、[自動]が選択されていることを確認しま
す。

v. サービスがまだ起動していなければ、[サービスの状態]の下で、[開始]をクリックして、
[OK] の順にクリックします。

Windows Vista

i. Windows の[スタート] メニューから、[コントロール パネル]、[システムとメンテナン
ス]、[管理ツール]の順にクリックします。

ii. [サービス] をダブルクリックします。

iii. [印刷スプーラサービス] を右クリックし、[プロパティ] をクリックします。

iv. [スタートアップの種類]の横の[全般]タブで、[自動]が選択されていることを確認しま
す。

v. サービスがまだ起動していなければ、[サービスの状態]の下で、[開始]をクリックして、
[OK] の順にクリックします。

Windows XP

i. Windows の[スタート] メニューから、[マイ コンピュータ] を右クリックします。

ii. [管理] をクリックし、次に [サービスとアプリケーション] をクリックします。

iii. [サービス] をダブルクリックし、次に [印刷スプーラ] をダブルクリックします。

iv. [印刷スプーラ] を右クリックし、[再起動] をクリックしてサービスを再起動します。

b. 正しいプリンターがデフォルト プリンターとして設定されていることを確認します。

デフォルト プリンターは横の黒または緑の丸内にチェックマークが付いています。

c. 間違ったプリンターがデフォルト プリンターとして設定されている場合は、正しいプリン
ターを右クリックし、[通常使うプリンタに設定] を選択します。

d. プリンターを再度使ってみます。

6. コンピューターを再起動します。

7. 印刷キューをクリアします。

印刷キューをクリアするには

a. オペレーティング システムに応じて、以下のいずれかを実行します。

● Windows 8： 画面の右上隅をポイントまたはタップして Charms バーを開いて、[設定]
アイコンをクリックします。次に、[コントロール パネル] をクリックまたはタップし、
[デバイスとプリンターの表示] をクリックまたはタップします。

● Windows 7： Windows の [スタート] メニューから、[デバイスとプリンター] をクリック
します。
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● Windows Vista： Windows の[スタート] メニューから、[コントロール パネル]、 [プリン

タ] の順にクリックします。

● Windows XP： Windows の [スタート] メニューから、[コントロール パネル]、[プリンタと

FAX] の順にクリックします。

b. 印刷キューを開くためにプリンターのアイコンをダブルクリックします。

c. [プリンタ] メニューで、[すべてのドキュメントの取り消し] または [ドキュメントの削除] を
クリックし、[はい] をクリックして確定します。

d. それでもまだキューに文書が残っている場合は、コンピューターを再起動し、再起動後にも
う一度印刷を実行します。

e. 印刷キューを再度チェックしてクリアされていることを確認し、もう一度印刷を実行しま
す。

印刷の問題を解決する

1. エラー メッセージを確認して、解決します。

2. USB ケーブルをいったん外し、再度接続します。

3. プリンターが停止またはオフラインでないことを確認します。

プリンターが停止またはオフラインでないことを確認するには

a. [システム環境設定] で、[プリントとファクス] をクリックします。

b. [プリントキューを開く] ボタンをクリックします。

c. 印刷ジョブをクリックして、選択します。

以下のボタンを使用して、印刷ジョブを管理します。

● [削除]： 選択した印刷ジョブをキャンセルします。

● [保留]： 選択した印刷ジョブを一時停止します。

● [再開]： 一時停止中の印刷ジョブを再開させます。

● [プリンタを一時停止]： 印刷待ちのすべての印刷ジョブを一時停止します。

d. 何らかの変更を行なった場合は、もう一度印刷を実行します。

4. コンピューターを再起動します。

プリンターの電源の接続状態を確認し、プリンターをリセットするには

1. 電源コードがプリンターにきちんと差し込まれていることを確認してください。
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1 プリンターと電源との接続

2 コンセントへの差し込み

2. プリンター内部をのぞき込み、プリンターに電力が供給されていることを示す緑色のランプを確
認します。 このランプが点灯していない場合、電源コードがプリンターにきちんと差し込まれて
いるか、または別のコンセントに差し込まれていないかを確認します。

3. プリンターの正面にある [オン] ボタンを確認してください。 点灯していない場合、プリンター

はオフになっています。 [オン] ボタンを押し、プリンターの電源をオンにします。

注記：プリンターに電力が供給されていない場合は、別のコンセントに接続します。

4. プリンターがオンになっている場合、カートリッジのアクセス ドアの下にあるプリンター側の電
源コードを抜きます。

5. 電源コードをコンセントから抜きます。

6. 15 秒以上待ちます。

7. 電源コードをコンセントに再び接続します。

8. カートリッジのアクセス ドアの下にあるプリンター側の電源コードを再度差し込みます。

9. プリンターの電源が自動的に入らないときは、[オン] ボタンを押し、プリンターの電源をオンに

します。

10. プリンターをもう一度使ってみます。

上記の方法で問題が解決しない場合は、ここをクリックしてオンライン トラブルシューティングを参
照してください。
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コピーとスキャンの問題の解決
HP では、一般的な「スキャンできない」問題の解決に役立つ HP 印刷 & スキャン ドクター (Windows
のみ) を用意しています。 このユーティリティを取得するには、適切なリンクをクリックします。

注記：HP 印刷 & スキャン ドクターがお客様の言語で利用できない場合があります。

HP Print and Scan Doctor のダウンロード ページを表示する

スキャン問題を解決する方法について説明します。
詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。

コピー問題を解決する方法について説明します。
詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。
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ファクスの問題を解決する
ファクスに問題が発生したときには、ファクス テスト レポートを印刷してプリンターのステータス
を確認できます。 ファクスを使用するためにプリンターが正しく設定されていないと、テストに失敗
します。 ファクスを使用するためにプリンターを設定したら、このテストを実行してください。 詳
しくは、167 ページのファクス設定のテストを参照してください。

ファクスの問題を解決する方法について説明します。
詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。

詳細については、HP オンライン サポートの Web サイトを参照してください ( www.hp.com/support)。
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ネットワークの問題を解決する
● ネットワーク セキュリティ設定を見つける方法について説明します。

詳細については、ここをクリックしてオンライン接続します。

● HP 印刷 & スキャンドクターについて説明します。
詳細については、ここをクリックしてオンライン接続します。

● ネットワーク トラブルシューティングのヒントについて説明します。
詳細については、ここをクリックしてオンライン接続します。

● USB からワイヤレス接続に変更する方法について説明します。
詳細については、ここをクリックしてオンライン接続します。

● プリンター セットアップ時にファイアー ウォールとウイルス対策プログラムを操作する方法を
説明します。 詳細については、ここをクリックしてオンライン接続します。
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HP サポート
● プリンターの登録

● サポート プロセス

● HP 社の電話によるサポート

● 追加の保証オプション

プリンターの登録

登録に数分かけるだけで、迅速なサービス、効果的なサポート、製品サポートの通知を得ることがで
きます。 ソフトウェアのインストール中にプリンターを登録しなかった場合、
http://www.register.hp.com で登録できます。

サポート プロセス

問題がある場合は、以下の手順にしたがってください。

1. プリンター付属のマニュアルを確認します。

2. www.hp.com/support の HP オンライン サポート Web サイトにアクセスします。

HP オンライン サポートは、HP のお客様ならどなたでもご利用いただけます。 最新の製品情報や

専門的なヘルプをすばやく得ることができとともに、以下の特徴も含まれます。

● 認定オンライン サポート スペシャリストへの迅速なアクセス

● HP プリンターのソフトウェアおよびドライバーのアップデート

● 一般的な問題に対する貴重なトラブルシューティング情報

● プリンターを登録すると利用できる予防的なプリンターの更新、サポート警告、および HP
ニュース

3. HP サポートにお電話ください。

ご利用いただけるサポートオプションは、プリンター、国/地域、および言語によって異なりま

す。

HP 社の電話によるサポート

電話サポートのオプションとご利用いただける内容は、プリンター、国/地域、および言語によって異

なります。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 電話サポート期間

● 電話でのご連絡

● サポートの電話番号

● 電話無料サポート期間後
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電話サポート期間

北米、アジア太平洋、および南米 (メキシコを含む) で 1 年間の電話サポートが受けられます。 ヨーロ

ッパ、中東、アフリカ各国での電話サポートの期間については、www.hp.com/support を参照してくだ

さい。 規定の通話料金がかかります。

電話でのご連絡

コンピューターとプリンターの前から HP サポート宛にご連絡ください。 また、以下の情報を事前に
ご用意ください。

● 製品名 (HP Officejet 4630 のように、(プリンターに記載されています)

● 製品番号 (カートリッジ アクセス ドア内側に表示)

● シリアル番号 (プリンターの背面または底部に記載)

● 問題が起こった際に表示されたメッセージ

● 次の質問に対する答え

◦ この問題が以前にも起こったことがありますか？

◦ 問題をもう 1 度再現できますか？

◦ この問題が起こった頃に、新しいハードウェア、またはソフトウェアをコンピューターに追
加しましたか？

◦ この状況になる前に他に何か起こりましたか (雷、プリンターを移動したなど)?

サポートの電話番号

最新の HP サポート電話番号一覧およびご利用料金については、www.hp.com/support を参照してくだ

さい。

電話無料サポート期間後

電話サポート期間終了後は、追加費用を支払うことで HP のサポートをご利用いただけます。 次の HP
オンライン サポート Web サイトもご利用ください。 www.hp.com/support. サポート オプションの詳

細については、HP 取扱店またはお住まいの国/地域のサポート電話番号にご連絡ください。

追加の保証オプション

追加料金で HP Officejet 4630 series のサービス プランを拡張できます。 www.hp.com/support にアク

セスし、国/地域および言語を選択し、サービスおよび保証の領域でサービス プラン拡張に関する情

報を参照してください。
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用紙トレイの準備

用紙トレイを開くには

▲ 印刷を開始するには用紙トレイが開いている必要があります。

カートリッジ アクセス ドアを閉じるには

▲ 印刷する場合は、カートリッジ ドアを閉じます。

詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。
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プリンターの障害

プリンターの障害を解決するには

▲ プリンターの電源を切ってからもう一度入れます。 問題を解決できなかった場合、HP に連絡し

てください。

 詳細は HP サポートへお問い合わせください。
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インク カートリッジの問題の解決
まず、カートリッジを外して、再装着してみます。 問題が解決しない場合は、カートリッジの接点の
汚れを拭き取ります。 それでも問題が解決しない場合は、77 ページのカートリッジの交換 を参照し

てください。

インク カートリッジの接点をクリーニングするには

注意：クリーニング手順は数分で終わります。 インク カートリッジをできるだけはやくプリンター
に再度取り付けてください。 インク カートリッジをプリンターから外して 30 分以上放置しないで

ください。 プリントヘッドまたはインク カートリッジが損傷する恐れがあります。

1. 電源が入っていることを確認します。

2. カートリッジ アクセス ドアを開きます。

プリント ホルダーがプリンター右端に移動するまで待ちます。

3. エラー メッセージに示されたカートリッジを取り外します。

4. インク カートリッジの横を持って底面を上向きにし、インク カートリッジの電気接触部を探し
ます。 カートリッジ上の金色の小さなドット状の複数の点が、電気接触部です。

5. 接触部を乾いた綿棒や糸くずの出ない布で拭きます。

注意：接触部のみを慎重に拭き、インクやその他の破片がカートリッジのほかの場所につかない
ようにします。
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6. プリンター内部にあるプリント ヘッドの接触部を探します。 接触部は、金色の突起の集まりで、
インク カートリッジの接触部とぴったり合う位置にあります。

7. 乾いた綿棒や糸くずの出ない布で接触部を拭きます。

8. インク カートリッジをもう一度取り付けます。

9. カートリッジ アクセス ドアを閉め、エラー メッセージが表示されなくなったかどうか確認しま
す。

10. まだエラー メッセージが表示される場合は、プリンターの電源をオフにして、もう一度オンにし
ます。

注記：1 本のカートリッジだけが問題の原因となっている場合は、そのカートリッジを取り外し、シ
ングル カートリッジ モードを使用して HP Officejet 4630 series を 1 本のカートリッジだけで動作させ

ることができます。

詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。
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インク カートリッジの問題
インク カートリッジがご使用のプリンターに対応していません。 このエラーは、HP Instant Ink プログ

ラムに登録されていないプリンターに HP Instant Ink カートリッジを装着した場合に発生する可能性
があります。 また、HP Instant Ink カートリッジを HP Instant Ink プログラムに登録されている別のプリ

ンターで使用した場合も発生する可能性があります。

詳細については、HP Web サイトの HP Instant Ink プログラム をご覧ください。
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旧式のカートリッジ
このカートリッジの新しいバージョンを使用する必要があります。 ほとんどの場合、カートリッジの
パッケージの外側を見て保証期限を確認すれば、カートリッジが新しいバージョンであるかどうかを
識別することができます。

日付の右に ‘v1’ と複数スペースがある場合、カートリッジはアップデートされた新しいバージョ

ンです。 旧式のカートリッジの場合は、サポートまたは交換のため HP サポートへお問い合わせくだ

さい。

 詳細についてはここをクリックしてオンラインに接続します。
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A 技術情報

このセクションでは、HP Officejet 4630 series の技術仕様および国際的な規制について説明します。

詳細な仕様については、HP Officejet 4630 series 付属の文書を参照してください。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● Hewlett-Packard 社の告知

● 仕様

● 環境保全のためのプロダクト スチュワード プログラム

● 規制に関する告知
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Hewlett-Packard 社の告知
ここに記載された情報は予告なく変更される場合があります。

すべての権利は保護されています。 著作権法で許されている場合を除き、Hewlett-Packard 社の書面に

よる事前の許可なく、この文書を複製、変更、あるいは翻訳することは禁じられています。 HP 製品
とサービスに対する保証は、当該製品とサービスに付属の保証規定に明示的に記載されているものに
限られます。 ここに記載されたいかなる内容も、当該保証に新たに保証を追加するものではありませ
ん。 この文書の技術的または編集上の誤りや遺漏に対して、HP は一切の責任を負いません。

© 2012 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

Microsoft®、Windows®、Windows® XP、Windows Vista®、Windows® 7、および Windows® 8 は、米国における
Microsoft Corporation の登録商標です。
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仕様
ここでは、HP Officejet 4630 series の技術仕様を記載します。 製品仕様の詳細については、

www.hp.com/support の製品データシートを参照してください。

● システム要件

● 環境仕様

● 給紙トレイの容量

● 排紙トレイ容量

● 用紙のサイズ

● 用紙の重量

● 印刷の仕様

● コピーの仕様

● スキャンの仕様

● ファクスの仕様

● 印刷の解像度

● 電気の安全性

● カートリッジの印刷可能枚数

● 騒音に関する情報

システム要件

ソフトウェアおよびシステムの要件は、Readme ファイルに収録されています。

将来的なオペレーティング システムのリリースおよびサポートについての情報は、HP のオンライン
サポート Web www.hp.com/support を参照してください。

環境仕様

● 推奨される動作時の温度範囲： 15 ºC ～ 32 ºC (59 ºF ～ 90 ºF)

● 許容される動作時の温度範囲： 5 ºC ～ 40 ºC (41 ºF ～ 104 ºF)

● 湿度： 15% ～ 80% RH (結露しないこと)、 28 ºC (最大露点温度)

● 非動作時 (保管時) の温度範囲： –40 ºC ～ 60 ºC (–40 ºF ～ 140 ºF)

● 強い電磁気が発生している場所では、HP Officejet 4630 series の印刷結果に多少の歪みが出るおそ

れがあります。

● 強い電磁気が原因で混入するノイズを最小に抑えるために、3 m 以下の USB ケーブルを使用する

ことをお勧めします。

給紙トレイの容量

普通紙の枚数 (80 g/m²)： 最高 50 枚
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封筒： 最高 5 枚

インデックス カード： 最高 20 枚

フォト用紙の枚数： 最高 20 枚

排紙トレイ容量

普通紙の枚数 (80 g/m²)： 最高 20 枚

封筒： 最高 5 枚

インデックス カード： 最高 10 枚

フォト用紙の枚数： 最高 10 枚

用紙のサイズ

すべての対応用紙サイズについては、プリンター ソフトウェアで確認してください。

用紙の重量

普通紙： 64 ～ 90 g/m² (16 ～ 24 lb)

封筒： 75 ～ 90 g/m² (20 ～ 24 lb)

カード： 最大 200 g/m² (インデックスの場合、最大 110-lb)

フォト用紙： 最大 280 g/m²

印刷の仕様

● 印刷速度はドキュメントの複雑さによって異なります

● 方式： オンデマンド型サーマル インクジェット

● 言語： PCL3 GUI

コピーの仕様

● デジタルイメージ処理

● コピー速度はドキュメントの複雑さ、およびモデルによって異なる

● フォト用紙コピーの解像度： 最高 600 dpi

スキャンの仕様

● 光学解像度： 最高 1200 dpi

● ハードウエア解像度： 最高 1200 × 1200 dpi

● 解像度向上： 最高 1200 × 1200 dpi

● ビット深度： 24 ビット カラー、8 ビット グレースケール (256 階調の灰色)

● スキャナーのガラス面からの最大スキャン サイズ： 21.6 x 29.7 cm (8.5 x 11.7 インチ)
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● サポートされているファイル形式： BMP、JPEG、PNG、TIFF、PDF

● TWAIN バージョン： 1.9

ファクスの仕様

● ファクス送受信はモノクロまたはカラー。

● 最大 99 の短縮ダイヤルの設定。

● 最大 99 ページ メモリ (標準解像度で ITU-T Test Image #1 に基づく場合)。 より複雑なページある
いは高解像度のページの場合は受信に時間がかかり、消費メモリも多くなります。

● 手動ファクス送受信。

● 最大 5 回のビジー自動リダイヤル (モデルによって異なります)

● 自動無応答リダイヤル 1 回または 2 回 (モデルによって異なります)。

● 確認レポートおよびアクティビティ レポート

● CCITT/ITU Group 3 ファクス (エラー訂正モード対応)

● 伝送速度 33.6 Kbps。

● 33.6 Kbps の場合の伝送速度は 4 秒/枚 (ITU-T Test Image #1 を標準解像度で受信した場合)。 より
複雑なページあるいは高解像度のページの場合は受信に時間がかかり、消費メモリも多くなりま
す。

● 呼び出しの自動検出とそれに伴うファクス/留守番電話の自動切り替え

 高画質 (dpi) 標準 (dpi)

黒 208×196 208×98

カラー 208×200 208×200

印刷の解像度

ドラフト モード

● カラー入力/モノクロ レンダリング： 300x300dpi

● 出力 (モノクロ/カラー)： 自動

標準モード

● カラー入力/モノクロ レンダリング： 600x300dpi

● 出力 (モノクロ/カラー)： 自動

普通紙-高画質モード

● カラー入力/モノクロ レンダリング： 600x600dpi

● 自動
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写真-高画質モード

● カラー入力/モノクロ レンダリング： 600x600dpi

● 出力 (モノクロ/カラー)： 自動

最大 dpi モード

● カラー入力/モノクロ レンダリング： 1200x1200dpi

● 出力： 自動 (モノクロ)、4800x1200 に最適化された dpi (カラー)

電気の安全性

注記：HP 提供の電源コード以外は使用しないでください。

カートリッジの印刷可能枚数

カートリッジの印刷可能枚数の詳細については、www.hp.com/go/learnaboutsupplies をご覧ください。

騒音に関する情報

インターネットにアクセス可能な場合は、騒音に関する情報を次の HP Web サイトから入手すること

ができます。 次のサイト： www.hp.com/support
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環境保全のためのプロダクト スチュワード プログラム
Hewlett-Packard では、優れた製品を環境に対して適切な方法で提供することに積極的に取り組んでい

ます。 この製品では、再利用を考慮した設計を取り入れています。 高度な機能と信頼性を確保する
一方、素材の種類は最小限にとどめられています。 素材が異なる部分は、簡単に分解できるように作
られています。 金具などの接合部品は、作業性を考慮した分かりやすい場所にあるので、一般的な工
具を使って簡単に取り外すことができます。 重要な部品も手の届きやすい場所にあり、取り外しや修
理が簡単に行えます。

詳細については、以下の「HP の環境への取り組み」に関する Web サイトをご覧ください。

www.hp.com/hpinfo/globalcitizenship/environment/index.html

● エコ ヒント

● 用紙の使用

● プラスチック

● 化学物質安全性データシート

● リサイクルプログラム

● HP インクジェット サプライ品リサイクル プログラム

● 電力消費

● スリープ モード

● お客様による廃棄機器の処理

● 化学物質

● 毒性危険有害物質表 (中国)

● 有害物質規制 (ウクライナ)

● 有害物質規制 (インド)

● オランダにおけるバッテリの廃棄

● 台湾におけるバッテリの廃棄

● カリフォルニア州過塩素酸塩使用電池に関する通知

エコ ヒント

HP は、お客様の環境に対する負荷の削減に取り組んでいます。 HP の環境への取り組みの詳細につい

ては、HP の Web サイト「日本 HP 環境保護」をご覧ください。

www.hp.com/hpinfo/globalcitizenship/environment/

用紙の使用

本製品は DIN 19309 と EN 12281:2002 に従ったリサイクル用紙の使用に適しています。
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プラスチック

25 グラム以上のプラスチックのパーツには、国際規格に基づく材料識別マークが付いているため、プ

リンターを処分する際にプラスチックを正しく識別することができます。

化学物質安全性データシート

化学物質安全性データ シート (MSDS) は、次の HP Web サイトから入手することができます。

www.hp.com/go/msds

リサイクルプログラム

HP は世界中の国/地域で、大規模なエレクトロニクス リサイクルセンターと提携して、さまざまな製

品回収およびリサイクル プログラムを次々に実施しております。 また、弊社の代表的製品の一部を
再販することで、資源を節約しています。 HP 製品のリサイクルについての詳細は、下記サイトをご

参照ください。

www.hp.com/hpinfo/globalcitizenship/environment/recycle/

HP インクジェット サプライ品リサイクル プログラム

HP では、環境の保護に積極的に取り組んでいます。 HP のインクジェット消耗品リサイクル プログラ

ムは多くの国/地域で利用可能であり、これを使用すると使用済みのプリント カートリッジおよびイ
ンク カートリッジを無料でリサイクルすることができます。 詳細については、次の Web サイトを参

照してください。

www.hp.com/hpinfo/globalcitizenship/environment/recycle/

電力消費

ENERGY STAR® ロゴがマーキングされた Hewlett-Packard 印刷/イメージング機器は、U.S. Environmental
Protection Agency (米国環境保護庁) のイメージング機器のエネルギー スター仕様に従って認定されて

います。 ENERGY STAR 認定のイメージング製品には、以下のマークが付いています。

追加のエネルギー スター認定イメージング製品モデルに関する情報については、以下をご覧くださ
い。 www.hp.com/go/energystar

スリープ モード

スリープ モードのあいだ、電力利用が減少します。

プリンターの初期セットアップ後、非動作状態が 5 分続いた後にプリンターがスリープ モードに入り

ます。
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スリープ モードに移行するまでの時間を変更するには

1. プリンター ディスプレイの ホーム 画面から、[基本設定] を選択します。

2. [スリープ] を選択し、使用するオプションを選択します。

お客様による廃棄機器の処理

この記号は、お客様の製品を他の家庭ごみと一緒に廃棄してはならないこと
を示すものです。 家庭ごみと一緒に廃棄せずに、お客様の責任で電気・電子
廃棄物のリサイクル用に指定された収集場所に持ち込むことで、人の健康を
保護し、生活環境を保全するようにしてください。 詳細については、一般廃
棄物収集運搬業者にご連絡いただくか、http://www.hp.com/recycle をご覧く
ださい。

化学物質

HP では、REACH (欧州議会および理事会の規則 (EC) No 1907/2006) などの法的要件に準拠するため、弊

社製品に含まれる化学物質に関する情報を、必要に応じてお客様に提供することに努めています。 こ
の製品の化学物質に関するレポートは、次の Web サイトに掲載されています。 www.hp.com/go/
reach。

毒性危険有害物質表 (中国)

有害物質規制 (ウクライナ)
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有害物質規制 (インド)

オランダにおけるバッテリの廃棄

台湾におけるバッテリの廃棄

カリフォルニア州過塩素酸塩使用電池に関する通知
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規制に関する告知
HP Officejet 4630 series は、お住まいの国/地域の規制当局からの製品要件に適合しています。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 規制モデルの ID 番号

● FCC 準拠声明

● 韓国のユーザーに対する告知

● 日本のユーザーに対する VCCI (クラス B) 基準に関する告知

● 日本のユーザーに対する告知 (電源コードについて)

● ドイツの騒音放出に関する告知

● EU の規制に関する告知

● ドイツのユーザーに対する視覚的表示画面に関する告知

● 適合宣言

● 無線に関する規制

● 米国電話網ユーザーへの告知： FCC の要件

● カナダ電話網ユーザーへの告知

● EC 地域のユーザーに対する告知

● ドイツ電話網ユーザーへの告知

● オーストラリアでの有線ファクスの接続について

規制モデルの ID 番号

規制識別の目的で、製品には規制モデル番号が割り当てられています。 本製品の規制モデル番号は、
SNPRH-1201 です。 この規制番号を、製品名 (HP Officejet 4630 e-All-in-One series など) や製品番号

(B4L03A, B4L03B など) と混同しないようにご注意ください。
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FCC 準拠声明

韓国のユーザーに対する告知

日本のユーザーに対する VCCI (クラス B) 基準に関する告知

日本のユーザーに対する告知 (電源コードについて)
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ドイツの騒音放出に関する告知

EU の規制に関する告知

CE マークが付いた製品は、以下の EU 指令に適合します：

● Low Voltage Directive 2006/95/EC

● EMC Directive 2004/108/EC

● Ecodesign Directive 2009/125/EC (該当する場合)

本製品の CE コンプライアンスは、HP が提供する適切な CE マークの付いた AC アダプターを使用して

電源を供給する場合にのみ有効です。

本製品に有線またはワイヤレス通信機能がある場合は、以下の EU 指令の基本要件にも適合します：

● R&TTE Directive 1999/5/EC

これらの指令に準拠することで、HP が本製品または製品ファミリに対して発行しており、製品ドキュ
メント内または以下の Ｗ eb サイトで入手可能な (英語のみ) EU Declaration of Conformity のリストに記

載された適用可能な統一ヨーロッパ規格 (European Norms) にも適合しています： www.hp.com/go/
certificates (検索フィールドに製品番号を入力してください)。

コンプライアンスは、製品に付けられた以下の適合マークのいずれかによって示されます：

非通信製品の場合および EU 統一通信製品の場合 (10mW 未満の電源ク
ラス内の Bluetooth® など)

EU 非統一通信製品の場合 (該当する場合、4 桁の通知機関番号が CE の横
に表示されます)。

製品に付属の規制ラベルを参照してください。

本製品の通信機能は、以下の EU および EFTA 加盟国で使用することができます： オーストリア、ベル

ギー、ブルガリア、キプロス、チェコ共和国、デンマーク、エストニア、フィンランド、フランス、
ドイツ、ギリシャ、ハンガリー、アイスランド、アイルランド、イタリア、ラトビア、リヒテンシュ
タイン、リトアニア、ルクセンブルグ、マルタ、オランダ、ノルウェー、ポーランド、ポルトガル、
ルーマニア、スロバキア共和国、スロヴェニア、スペイン、スウェーデン、スイス、英国。
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電話コネクター (一部の製品でのみ使用可能) は、アナログ電話回線への接続用です。

製品をワイヤレス LAN デバイスと使用する場合

● 国によっては、屋内使用限定、使用可能なチャネル数の制限など、ワイヤレス LAN ネットワーク
の運用に関する特定の義務または特別の要件が定められています。 ワイヤレス ネットワークの
国設定が正しいことを確認してください。

フランス

● 本製品の 2.4 GHz ワイヤレス LAN 操作には、特定の制限が適用されます: 屋内では、本機は、2400
～ 2483.5 MHz の周波数帯全域 (チャネル 1 ～ 13) で使用できます。 屋外での使用については、

2400 ～ 2454 MHz の周波数帯 (チャネル 1 ～ 7) だけが使用できます。 最新の要件については、
www.arcep.fr を参照してください。

規制関連の連絡先：

Hewlett-Packard GmbH, Dept./MS: HQ-TRE, Herrenberger Strasse 140, 71034 Boeblingen, GERMANY

ドイツのユーザーに対する視覚的表示画面に関する告知
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適合宣言

無線に関する規制

このセクションでは、ワイヤレス製品に関する以下の規制事項について説明します。

● 高周波曝露

● ブラジルのユーザーに対する告知

● カナダのユーザーに対する告知

● メキシコのユーザーに対する告知

● 台湾のユーザーに対する告知

● 日本のユーザーに対する告知
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高周波曝露

ブラジルのユーザーに対する告知

カナダのユーザーに対する告知
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メキシコのユーザーに対する告知

台湾のユーザーに対する告知

日本のユーザーに対する告知
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米国電話網ユーザーへの告知： FCC の要件
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カナダ電話網ユーザーへの告知

EC 地域のユーザーに対する告知
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ドイツ電話網ユーザーへの告知

オーストラリアでの有線ファクスの接続について
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B 追加のファクス セットアップ

このセクションでは、ファクス機能が同じ電話回線上の機器やサービスと正常に動作するように、プ
リンターを設定する方法を説明します。

ヒント：ファクス設定ウィザード (Windows) または HP セットアップ アシスタント (Mac OS X) を使用し
て、応答モードやファクスのヘッダー情報などの重要なファクス設定を簡単に設定することもできま
す。 これらのツールにはプリンターにインストールしている HP ソフトウェアを通してアクセスでき
ます。 これらのツールを実行したら、このセクションで説明する手順に従ってファクスのセットアッ
プを行います。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● ファクス機能のセットアップ (パラレル方式の電話システム)

● シリアル方式のファクスのセットアップ

● ファクス設定のテスト
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ファクス機能のセットアップ (パラレル方式の電話システム)
ファクスを使用できるように本プリンターのセットアップを開始する前に、お住まいの国/地域で採用

されている電話の種類を確認してください。 採用されている電話システムの方式がシリアル方式か
パラレル方式かによって、ファクスのセットアップ手順が異なります。

表 B-1  [パラレル タイプの電話の国または地域]

アルゼンチン オーストラリア ブラジル

カナダ チリ 中国

コロンビア ギリシア インド

インドネシア アイルランド 日本

韓国 南米 マレーシア

メキシコ フィリッピン ポーランド

ポルトガル ロシア サウジアラビア

シンガポール スペイン 台湾

タイ アメリカ ベネズエラ

ベトナム   

● 記載されている国/地域に、お住まいの国/地域がない場合は、シリアル方式の電話システムであ

る可能性があります。 シリアル方式の電話システムを使用する国/地域の場合は、共有する電話

機器 (モデム、電話、留守番電話等) のコネクタが異なるため、本プリンターの “2-EXT” ポート
に物理接続することができません。 電話機器はすべて壁の電話ジャックに接続してください。

注記：シリアル方式の電話システムを使用する一部の国/地域では、壁側のプラグを追加して、

そこにプリンターに付属している電話コードを接続しなければならない場合があります。 この
ようにすると、プリンターを差し込んでいる壁側のモジュラージャックに別の通信機器を接続で
きます。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合もありま

す。

● お住まいの国または地域が記載されている場合は、パラレル タイプの電話方式をご使用のはずで
す。 パラレル方式の電話システムの場合、共有する電話機器を本プリンター背面の “2-EXT” ポ
ートを使用して電話回線に接続できます。

注記：パラレル方式の電話システムの場合は、プリンターに付属している 2 線式電話コードを使

用して、壁側のモジュラージャックにプリンターを接続することをお勧めします。

シリアル方式またはパラレル方式のどちらの電話方式かわからない場合は、最寄りの電話会社にお問
い合わせください。

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

● 自宅またはオフィス用にファクスのセットアップを選択する

● ケース A： 単独のファクス回線 (電話の着信なし)

● ケース B： DSL 環境でのプリンターのセットアップ
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● ケース C： PBX 電話システムまたは ISDN 回線の環境でのプリンターのセットアップ

● ケース D: 同じ回線でファクスと着信識別サービスを一緒に利用

● ケース E: 電話とファクスを一緒に利用する

● ケース F: 電話とファクスとボイスメール サービスを一緒に利用する

● ケース G: 同じ回線でファクスとコンピューター モデムを一緒に利用する (電話の着信なし)

● ケース H: ケース H：電話とファクスとコンピューター モデムを一緒に利用する

● ケース I: 電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する

● ケース J： 電話とファクスとコンピューター モデムと留守番電話を一緒に利用する

● ケース K: 電話とファクスとコンピューター ダイヤルアップ モデムとボイス メールを一緒に利

用する

自宅またはオフィス用にファクスのセットアップを選択する

正常にファクスの送受信を行うには、本プリンターと同じ電話回線を共有している機器とサービスの
種類を認識する必要があります。 既存のオフィス機器を直接本プリンターに接続する必要性が生じ
たり、ファクスを正常に送受信できるようにするためにファクス設定を変更する必要が生じる可能性
があるためです。

1. 電話がシリアル方式かパラレル方式かを判断します。 142 ページのファクス機能のセットアッ

プ (パラレル方式の電話システム) を参照してください。

a. シリアル方式の電話システムの場合 — 166 ページのシリアル方式のファクスのセットアッ
プを参照してください。

b. パラレル方式の電話システムの場合 - 手順 2 に進みます。

2. ファクスと一緒に利用する機器やサービスの組み合わせを選択します。

● DSL： 電話会社を通じてデジタル加入者線 (DSL) を利用 (DSL は、国/地域によっては ADSL と
呼ばれています)。

● PBX： 構内交換機 (PBX) システムまたは統合サービス デジタル通信網 (ISDN) システム。

● 着信識別サービス： 電話会社の着信識別サービスでは、複数の電話番号が与えられ、その
電話番号ごとに呼び出し音のパターンを変えられます。

● 電話： 電話をプリンターのファクスに使用するのと同じ電話番号で受信します。

● コンピューター ダイヤルアップ モデム： プリンターと同じ電話回線でコンピューター ダイ
ヤルアップ モデムを使用しています。 次のいずれかに当てはまる場合は、コンピューター
ダイヤルアップ モデムを利用しています。

◦ ダイヤルアップ接続でコンピューターのソフトウェア アプリケーションから直接ファ
クスを送受信している。

◦ ダイアルアップ接続でコンピューターから電子メールのメッセージを送受信してい
る。

◦ ダイアルアップ接続でコンピューターからインターネットを利用している。
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● 留守番電話： プリンターのファクスに使用するのと同じ電話番号で電話に応答する留守番
電話。

● ボイス メール サービス： プリンターのファクスと同じ番号での電話会社からのボイス メー
ル サービスへの加入。

3. 表から、自宅やオフィスの設定に当てはまる機器とサービスの組み合わせを選択してください。
次に、推奨するファクス セットアップを調べます。 各方法については、この後手順を追って説
明します。

注記：自宅またはオフィスのセットアップがこのセクションで説明されていない場合、プリンターを
通常のアナログ電話のようにセットアップします。 付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラ
ージャックに、もう一方の端を 本プリンターの背面に 1_LINE と書かれているポートに接続します。

他の電話コードを使用している場合は、ファクスの送受信に問題が発生することがあります。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合もあります。

ファクスと一緒に利用する機器やサービス 推奨するファクス セッ
トアップ

DSL PBX 着信識別
サービス

電話 コンピュー
ター ダイヤ
ルアップ モ
デム

留守番電話 ボイス メ
ール サー
ビス

       145 ページのケース A：
単独のファクス回線 (電
話の着信なし)

      146 ページのケース B：
DSL 環境でのプリンター
のセットアップ

      147 ページのケース C：
PBX 電話システムまたは
ISDN 回線の環境でのプ
リンターのセットアップ

      148 ページのケース D:
同じ回線でファクスと着
信識別サービスを一緒に
利用

      149 ページのケース E:
電話とファクスを一緒に
利用する

     150 ページのケース F:
電話とファクスとボイス
メール サービスを一緒
に利用する

      151 ページのケース G:
同じ回線でファクスとコ
ンピューター モデムを
一緒に利用する (電話の
着信なし)

     154 ページのケース H:
ケース H：電話とファク
スとコンピューター モ
デムを一緒に利用する
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ファクスと一緒に利用する機器やサービス 推奨するファクス セッ
トアップ

DSL PBX 着信識別
サービス

電話 コンピュー
ター ダイヤ
ルアップ モ
デム

留守番電話 ボイス メ
ール サー
ビス

     158 ページのケース I: 電
話とファクスと留守番電
話を一緒に利用する

    159 ページのケース J：
電話とファクスとコンピ
ューター モデムと留守
番電話を一緒に利用する

    163 ページのケース K:
電話とファクスとコンピ
ューター ダイヤルアッ
プ モデムとボイス メー
ルを一緒に利用する

ケース A： 単独のファクス回線 (電話の着信なし)
電話を受け付けない単独の電話回線を利用し、この電話回線に機器を何も接続しない場合は、次のよ
うにプリンターを設定します。

図 B-1  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 プリンター付属の電話コードを使用して 1_LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある
場合もあります。

単独のファクス回線の環境にプリンターをセットアップするには

1. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1_LINE と書かれているポートに接続します。
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注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も
あります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送受信が正
常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コ
ードとは異なります。

2. [自動応答] の設定をオンにします。

3. (オプション)[応答呼出し回数] 設定を最小設定 (呼び出し 2 回) に変更します。

4. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、プリンターは [応答呼出し回数]設定で設定した呼び出し回数の後、自動的に着信に応
答します。 プリンターは、送信側のファクス機へのファクス受信トーンの発信を開始して、ファクス
を受信します。

ケース B： DSL 環境でのプリンターのセットアップ

電話会社の DSL サービスに加入していて、本プリンターに対して他に接続している機器がない場合、

このセクションでの説明に従って、壁側のモジュラージャックと本プリンターの間に DSL フィルター

を接続してください。 DSL フィルターはプリンターに干渉する可能性のあるデジタル信号を除去す
ることで、プリンターが電話回線と正常に通信できるようにします (DSL は、国/地域によっては ADSL
と呼ばれています)。

注記：DSL を利用していて DSL フィルタを取り付けていないと、プリンターでファクスを送受信でき

なくなります。

図 B-2  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 DSL プロバイダから支給された DSL (または ADSL) フィルタおよびコード

3 プリンター付属の電話コードを使用して 1_LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある
場合もあります。
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DSL の環境でプリンターをセットアップするには

1. DSL フィルタは、DSL プロバイダから入手してください。

2. プリンター付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタの開いているポートに接続し、もう一方

の端をプリンター背面の 1_LINE というラベルの付いたポートに接続します。

注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も

あります。

付属のコードで DSL フィルタとプリンターを接続しないと、正常にファクスできないことがあり

ます。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なります。

付属の電話コードは 1 本なので、このセットアップでは追加の電話コードが必要になる場合があ
ります。

3. DSL フィルタの追加の電話コードを壁側のモジュラージャックに接続します。

4. ファクス テストを実行します。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース C： PBX 電話システムまたは ISDN 回線の環境でのプリンターのセットア
ップ

PBX または ISDN コンバータ/ターミナル アダプタを使用している場合、次の指示に従ってください。

● PBX または ISDN コンバータ/ターミナル アダプタを使用している場合は、ファクスおよび電話用

のポートにプリンターを接続してください。 また、ターミナル アダプタがお住まいの国/地域に

対応したスイッチ タイプに設定されていることも確認してください。

注記：ISDN システムの中には、ユーザーが特定の電話機器に応じてポートを設定できるようにな
っているものがあります。 たとえば、電話と G3 規格のファクスに 1 つのポートを割り当て、多

目的用に別のポートを割り当てることができます。 ISDN コンバータのファクス/電話ポートに

接続すると問題が発生する場合は、多用途向けのポートを使用してみてください。 ポートに
は、"multi-combi" などのようなラベルが付けられています。

● PBX システムを使用している場合は、電話の呼び出し音をオフにします。

注記：デジタル PBX システムの多くは、デフォルトで電話の呼び出し音が "オン" に設定されて
います。 電話の呼び出し音はファクスの転送を妨害するため、プリンターでのファクスの送受信
ができなくなります。 電話の呼び出し音をオフにする方法については、PBX システム付属のマニ
ュアルを参照してください。

● PBX システムを使用している場合は、ファクス番号をダイヤルする前に外線番号をダイヤルしま

す。

● 付属のコードで本プリンターと壁側のモジュラージャックを接続していることを確認します。
接続していない場合、ファクスを正しく行うことはできません。 この専用電話コードは、自宅や
オフィスで使用している電話コードとは異なります。 付属の電話コードの長さが足りない場合
は、最寄りの電気店でカプラーを購入し、電話コードを延長してください。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合もありま

す。
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プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース D: 同じ回線でファクスと着信識別サービスを一緒に利用

1 本の電話回線に複数の電話番号があり、その電話番号ごとに呼び出し音のパターンを変える、電話

会社の着信識別サービスを利用している場合、次のようにプリンターを設定します。

図 B-3  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 プリンター付属の電話コードを使用して 1_LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある
場合もあります。

着信識別サービスの環境でプリンターをセットアップするには

1. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1_LINE と書かれているポートに接続します。

注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も
あります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送受信が正
常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コ
ードとは異なります。

2. [自動応答] の設定をオンにします。

3. [応答呼出し音のパターン] 設定を変更して、電話会社がお使いのファクス番号に指定した呼び出
し音のパターンに合わせます。

注記：デフォルトでは、プリンターは呼び出し音のすべてのパターンに応答します。 お使いのフ
ァクス番号に割り当てられている呼び出しパターンに一致するように [応答呼出し音のパター
ン] を設定しないと、プリンターは、電話と着信ファクスの両方に応答するか、そのどちらにも
応答しない場合があります。

ヒント：プリンターのコントロール パネルにある呼出し音のパターン検出機能を使用して、着信
識別を設定することもできます。 この機能により、プリンターは着信に基づいてこの着信の呼び
出し音のパターンを認識および記録し、電話会社によってファクス受信に割り当てられた着信識
別音のパターンを自動的に特定します。 詳しくは、57 ページのダイヤル方式を設定するを参照

してください。
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4. (オプション)[応答呼出し回数] 設定を最小設定 (呼び出し 2 回) に変更します。

5. ファクス テストを実行します。

プリンターは、指定した呼び出し回数 ([応答呼出し音のパターン] 設定) の後、指定した呼び出しパタ

ーン ([応答呼出し回数] 設定) が割り当てられた着信に自動的に応答します。 プリンターは、送信側の

ファクス機へのファクス受信トーンの発信を開始して、ファクスを受信します。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース E: 電話とファクスを一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にオフィス機器 (またはボイスメールサ

ービス) を何も接続しない場合は、次のようにプリンターを設定します。

図 B-4  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 プリンター付属の電話コードを使用して 1_LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある
場合もあります。

3 電話機 (オプション)

電話とファクスの共有回線環境にプリンターをセットアップするには

1. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1_LINE と書かれているポートに接続します。

注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も
あります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送受信が正
常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コ
ードとは異なります。

2. 次のいずれかを実行してください。
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● パラレル方式の電話システムを使用している場合、プリンターの背面の 2_EXT と書かれて

いるポートから白いプラグを抜き取り、このポートに電話を接続します。

● シリアル方式の電話の場合は、壁のプラグが接続されたプリンターのケーブルの一番先に電
話を直接接続します。

3. ここで、プリンターでのファクス呼び出し音の応答方法を、自動または手動に決めます。

● 着信に自動的に応答するようにプリンターをセットアップすると、すべての着信に応答しフ
ァクスを受信します。 この場合、プリンターはファクスと電話を区別できません。 したが
って呼び出しが電話であると思ったら、プリンターが応答する前に電話に出る必要がありま
す。 着信に自動的に応答するようにプリンターをセットアップするには、[自動応答]設定を
オンにします。

● ファクスに手動で応答するようにプリンターをセットアップする場合、ユーザーが手動で受
信操作を行う必要があります。そうしないと、プリンターはファクスを受信できません。
着信に手動で応答するようにプリンターをセットアップするには、[自動応答] 設定をオフに
します。

4. ファクス テストを実行します。

プリンターが着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファクス機からのファクス トーンが聞こえ
た場合は、手動でファクスに応答する必要があります。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース F: 電話とファクスとボイスメール サービスを一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、電話会社からボイス メール サービスも利用する場合
は、次のようにプリンターを接続します。

注記：ファクスと同じ電話番号でボイス メール サービスを利用している場合、ファクスを自動受信
することはできません。 すべてのファクスを手動で受信する必要があります。 受信ファクスの着信
に応答するためにその場にいる必要があります。 ファクスを自動的に受信したい場合は、電話会社に
着信識別の利用を申し込むか、ファクス用に別の電話回線を引く必要があります。

図 B-5  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 プリンター付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある
場合もあります。
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ボイス メール サービスの環境でプリンターをセットアップするには

1. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1_LINE と書かれているポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合もありま

す。

注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も
あります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送受信が正
常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コ
ードとは異なります。

2. [自動応答] 設定をオフにします。

3. ファクス テストを実行します。

ファクス着信に直接応答してください。そうしないとプリンターでファクスを受信できなくなりま
す。 ボイスメールが応答する前に手動でファクスを開始する必要があります。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース G: 同じ回線でファクスとコンピューター モデムを一緒に利用する (電話
の着信なし)

電話を受け付けないファクス回線を利用し、この回線にコンピューター モデムを接続する場合は、次
のようにプリンターをセットアップします。

注記：コンピューター ダイヤルアップ モデムを使用する場合、コンピューター ダイヤルアップ モデ
ムはプリンターと同じ電話回線を使用します。 したがって、モデムとプリンターを同時に使用するこ
とはできません。 コンピューター ダイヤルアップ モデムを経由して電子メールの送信やインターネ
ットへのアクセスを実行している場合、ファクス機能は使用できません。

● コンピューターのダイヤルアップ モデム環境でプリンターをセットアップするには

● コンピューターの DSL/ADSL モデム環境でのプリンターのセットアップ

コンピューターのダイヤルアップ モデム環境でプリンターをセットアップするには

1 つの電話回線をファクスの送信とコンピューターのダイヤルアップ モデムに使用している場合は、

次の手順に従ってプリンターをセットアップします。
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図 B-6  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 プリンター付属の電話コードを使用して 1-LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある
場合もあります。

3 モデム搭載コンピューター

コンピューター ダイヤルアップ モデムの環境でプリンターをセットアップするには

1. プリンターの背面の 2_EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取ります。

2. コンピューター (コンピューター ダイヤルアップ モデム) の背面から壁側のモジュラージャック

に差し込まれている電話コードを見つけます。 この電話コードを壁側モジュラージャックから
抜き、プリンター背面の 2_EXT というラベルの付いたポートに差し込みます。

3. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1_LINE と書かれているポートに接続します。

注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も

あります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送受信が正
常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コ
ードとは異なります。

4. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピューターに自動受信するよう設定している場合は、
その設定を解除してください。

注記：モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を解除しないと、プリンターでファクス
を受信できなくなります。

5. [自動応答] の設定をオンにします。

6. (オプション)[応答呼出し回数] 設定を最小設定 (呼び出し 2 回) に変更します。

7. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、プリンターは [応答呼出し回数]設定で設定した呼び出し回数の後、自動的に着信に応
答します。 プリンターは、送信側のファクス機へのファクス受信トーンの発信を開始して、ファクス
を受信します。
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プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

コンピューターの DSL/ADSL モデム環境でのプリンターのセットアップ

DSL 回線があり、その電話回線を使用してファクスを送信する場合は、次の手順に従ってファクスを

セットアップします。

1 壁側のモジュラージャック

2 パラレル スプリッター

3 DSL/ADSL フィルタ

プリンターに付属している壁側のモジュラージャックの一方の端を、プリンター背
面の 1_LINE ポートに、 コードのもう一方の端を DSL/ADSL フィルターに接続しま
す。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある
場合もあります。

4 コンピューターの DSL/ADSL モデム

5 コンピューター

注記：パラレル スプリッターは購入する必要があります。 (パラレル スプリッターは前面に RJ-11 ポ
ートが 1 つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある

2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル スプリッターは使用しないでく

ださい。

図 B-7  パラレル スプリッターの例
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コンピューターの DSL/ADSL モデムの環境でプリンターをセットアップするには

1. DSL フィルタは、DSL プロバイダから入手してください。

2. プリンターに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタに、もう一方の端をプリンター背面の

1_LINE というラベルの付いたポートに接続します。

注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も

あります。

付属のコードで DSL フィルターとプリンターの背面を接続しないと、正常にファクスできないこ

とがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なりま
す。

3. DSL フィルタをパラレル スプリッターに接続します。

4. DSL モデムをパラレル スプリッターに接続します。

5. パラレル スプリッターを壁側のモジュラー ジャックに接続します。

6. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、プリンターは [応答呼出し回数]設定で設定した呼び出し回数の後、自動的に着信に応
答します。 プリンターは、送信側のファクス機へのファクス受信トーンの発信を開始して、ファクス
を受信します。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース H: ケース H：電話とファクスとコンピューター モデムを一緒に利用する

コンピューターの電話ポートの数によって、コンピューターを使用してのプリンターのセットアップ
方法が 2 つあります。 はじめる前に、コンピューターの電話ポートが 1 つか 2 つかを確認してくださ

い。

注記：コンピューターに 1 つの電話ポートしかない場合、図に示すようにパラレル スプリッター (カ
プラーとも呼びます) を購入する必要があります (パラレル スプリッターは前面に RJ-11 ポートが 1
つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある 2 線式の

電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル スプリッターは使用しないでください)。

● 電話とファクスとコンピューター ダイヤルアップ モデムを一緒に利用する

● 電話とファクスとコンピューターの DSL/ADSL モデムを一緒に利用する

電話とファクスとコンピューター ダイヤルアップ モデムを一緒に利用する

電話回線をファクスと電話の両方に使用する場合は、次の手順に従ってファクスをセットアップしま
す。

コンピューターの電話ポートの数によって、コンピューターを使用してのプリンターのセットアップ
方法が 2 つあります。 はじめる前に、コンピューターの電話ポートが 1 つか 2 つかを確認してくださ
い。

154 付録 B   追加のファクス セットアップ JAWW



注記：コンピューターに 1 つの電話ポートしかない場合、図に示すようにパラレル スプリッター (カ
プラーとも呼びます) を購入する必要があります (パラレル スプリッターは前面に RJ-11 ポートが 1
つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある 2 線式の

電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル スプリッターは使用しないでください)。

図 B-8  パラレル スプリッターの例

図 B-9  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 パラレル スプリッター

3 プリンター付属の電話コードを使用して 1_LINE ポートに接続します。

4 モデム搭載コンピューター

5 電話

電話ポートが 2 つあるコンピューターと同じ電話回線上にプリンターをセットアップするには

1. プリンターの背面の 2_EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取ります。

2. コンピューター (コンピューター ダイヤルアップ モデム) の背面から壁側のモジュラージャック
に差し込まれている電話コードを見つけます。 この電話コードを壁側モジュラージャックから
抜き、プリンター背面の 2_EXT というラベルの付いたポートに差し込みます。

3. 電話をコンピューター ダイヤルアップ モデムの背面の "OUT" ポートにつなぎます。

4. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1_LINE と書かれているポートに接続します。

注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も

あります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送受信が正
常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コ
ードとは異なります。
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5. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピューターに自動受信するよう設定している場合は、
その設定を解除してください。

注記：モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を解除しないと、プリンターでファクス
を受信できなくなります。

6. ここで、プリンターでのファクス呼び出し音の応答方法を、自動または手動に決めます。

● 着信に自動的に応答するようにプリンターをセットアップすると、すべての着信に応答しフ
ァクスを受信します。 この場合、プリンターはファクスと電話を区別できません。 したが
って呼び出しが電話であると思ったら、プリンターが応答する前に電話に出る必要がありま
す。 着信に自動的に応答するようにプリンターをセットアップするには、[自動応答]設定を
オンにします。

● ファクスに手動で応答するようにプリンターをセットアップする場合、ユーザーが手動で受
信操作を行う必要があります。そうしないと、プリンターはファクスを受信できません。
着信に手動で応答するようにプリンターをセットアップするには、[自動応答] 設定をオフに
します。

7. ファクス テストを実行します。

プリンターが着信に応答する前に受話器を取って、送信側ファクス機からのファクス トーンが聞こえ
た場合は、手動でファクスに応答する必要があります。

電話回線を電話、ファクス、およびコンピューターのダイヤルアップ モデムに使用する場合は、次の
手順に従ってファクスをセットアップします。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

電話とファクスとコンピューターの DSL/ADSL モデムを一緒に利用する

コンピューターに DSL/ADSL モデムがある場合は、次の手順に従います。

図 B-10  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 パラレル スプリッター

3 DSL/ADSL フィルタ

4 電話
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5 コンピューターの DSL/ADSL モデム

6 コンピューター

7 付属の電話コードを使用して、プリンター背面の 1-LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある
場合もあります。

注記：パラレル スプリッターは購入する必要があります。 (パラレル スプリッターは前面に RJ-11 ポ
ートが 1 つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある
2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル スプリッターは使用しないでく

ださい。

図 B-11  パラレル スプリッターの例

コンピューターの DSL/ADSL モデムの環境でプリンターをセットアップするには

1. DSL フィルタは、DSL プロバイダから入手してください。

注記：DSL サービスと同じ電話番号を共有している自宅やオフィスの他の場所にある電話は、追
加の DSL フィルタに接続して、電話をかけたときにノイズが発生しないようにする必要がありま

す。

2. プリンターに付属の電話コードの一方の端を DSL フィルタに、もう一方の端をプリンター背面の

1_LINE というラベルの付いたポートに接続します。

注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も

あります。

付属のコードで DSL フィルターとプリンターの背面を接続しないと、正常にファクスできないこ
とがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なりま
す。

3. パラレル方式の電話システムを使用している場合、プリンターの背面の 2_EXT と書かれているポ
ートから白いプラグを抜き取り、このポートに電話を接続します。

4. DSL フィルタをパラレル スプリッターに接続します。

5. DSL モデムをパラレル スプリッターに接続します。

6. パラレル スプリッターを壁側のモジュラー ジャックに接続します。

7. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、プリンターは [応答呼出し回数]設定で設定した呼び出し回数の後、自動的に着信に応
答します。 プリンターは、送信側のファクス機へのファクス受信トーンの発信を開始して、ファクス
を受信します。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。
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ケース I: 電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話番号で留守番電話も接続する場合は、次のよ
うにプリンターを設定します。

図 B-12  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 付属の電話コードを使用して、プリンター背面の 1_LINE ポートに接続します

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある
場合もあります。

3 留守番電話

4 電話機 (オプション)

電話とファクスと留守番電話を一緒に利用する環境でプリンターをセットアップするには

1. プリンターの背面の 2_EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取ります。

2. 留守番電話のコードを壁側のモジュラージャックから抜き、プリンターの背面の 2_EXT と書かれ

ているポートに差し込みます。

注記：プリンターに留守番電話を直接接続していないと、送信側ファクスからのファクス トーン
が留守番電話に記録されてしまい、プリンターでファクスを受信できないことがあります。

3. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1_LINE と書かれているポートに接続します。

注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も

あります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送受信が正
常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コ
ードとは異なります。

4. (オプション) 留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必要に応じて留守番電話の背面にあ
る "OUT" ポートに電話をつなぐこともできます。

注記：留守番電話が外部の電話に接続できない場合、留守番電話と電話の両方をプリンターに接
続するためにパラレル スプリッター (カプラーとも呼びます) を購入および使用します。 これら

の接続には、標準の電話コードを使用できます。

5. [自動応答] の設定をオンにします。
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6. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定します。

7. プリンターの [応答呼出し回数] 設定を変更し、呼び出し回数をサポートされている最大数に設定
します (呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なります。)

8. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、設定した呼び出し回数の後で留守番電話が応答し、あらかじめ録音した応答メッセー
ジが再生されます。 この間、プリンターは着信を監視して、ファクス トーンを「リッスン」します。
着信ファクス トーンが検出されると、プリンターはファクス受信トーンを発信してファクスを受信し
ます。 ファクス トーンが検出されないと、プリンターは回線の監視を停止し、留守番電話が音声メ
ッセージを録音できる状態になります。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース J： 電話とファクスとコンピューター モデムと留守番電話を一緒に利用
する

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線にコンピューター モデムと留守番電話も
接続する場合は、次のようにプリンターをセットアップします。

注記：コンピューター モデムとプリンターは同じ回線を使用しているため、モデムとプリンターを同
時に使用することはできません。 コンピューター ダイヤルアップ モデムを経由して電子メールの送
信やインターネットへのアクセスを実行している場合、ファクス機能は使用できません。

● 電話とファクスとコンピューター ダイヤルアップ モデムと留守番電話を一緒に利用する

● 電話とファクスとコンピューター DSL/ADSL モデムと留守番電話を一緒に利用する

電話とファクスとコンピューター ダイヤルアップ モデムと留守番電話を一緒に利用する

コンピューターの電話ポートの数によって、コンピューターを使用してのプリンターのセットアップ
方法が 2 つあります。 はじめる前に、コンピューターの電話ポートが 1 つか 2 つかを確認してくださ
い。

注記：コンピューターに 1 つの電話ポートしかない場合、図に示すようにパラレル スプリッター (カ
プラーとも呼びます) を購入する必要があります (パラレル スプリッターは前面に RJ-11 ポートが 1
つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある 2 線式の

電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル スプリッターは使用しないでください)。

図 B-13  パラレル スプリッターの例
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図 B-14  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 コンピューターの "IN" 電話ポート

3 コンピューターの "OUT" 電話ポート

4 プリンター付属の電話コードを使用して 1_LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある
場合もあります。

5 モデム搭載コンピューター

6 留守番電話

7 電話機 (オプション)

電話ポートが 2 つあるコンピューターと同じ電話回線上にプリンターをセットアップするには

1. プリンターの背面の 2_EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取ります。

2. コンピューター (コンピューター ダイヤルアップ モデム) の背面から壁側のモジュラージャック

に差し込まれている電話コードを見つけます。 この電話コードを壁側モジュラージャックから
抜き、プリンター背面の 2_EXT というラベルの付いたポートに差し込みます。

3. 留守番電話のコードを壁側のモジュラージャックから抜き、コンピューター背面 (コンピュータ

ー モデム) の “OUT” というラベルの付いたポートに接続します。

4. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1_LINE と書かれているポートに接続します。

注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も

あります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送受信が正
常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コ
ードとは異なります。

5. (オプション) 留守番電話に電話が内蔵されていない場合は、必要に応じて留守番電話の背面にあ
る "OUT" ポートに電話をつなぐこともできます。
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注記：留守番電話が外部の電話に接続できない場合、留守番電話と電話の両方をプリンターに接
続するためにパラレル スプリッター (カプラーとも呼びます) を購入および使用します。 これら
の接続には、標準の電話コードを使用できます。

6. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピューターに自動受信するよう設定している場合は、
その設定を解除してください。

注記：モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を解除しないと、プリンターでファクス
を受信できなくなります。

7. [自動応答] の設定をオンにします。

8. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定します。

9. プリンターの 応答呼出し回数 設定を変更し、製呼び出し回数をサポートされている最大数に設
定します (呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なります。)

10. ファクス テストを実行します。

電話が鳴ると、設定した呼び出し回数の後で留守番電話が応答し、あらかじめ録音した応答メッセー
ジが再生されます。 この間、プリンターは着信を監視して、ファクス トーンを「リッスン」します。
着信ファクス トーンが検出されると、プリンターはファクス受信トーンを発信してファクスを受信し
ます。 ファクス トーンが検出されないと、プリンターは回線の監視を停止し、留守番電話が音声メ
ッセージを録音できる状態になります。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

電話とファクスとコンピューター DSL/ADSL モデムと留守番電話を一緒に利用する

図 B-15  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 パラレル スプリッター

3 DSL/ADSL フィルタ

4 留守番電話

5 電話機 (オプション)

6 DSL/ADSL モデム
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7 コンピューター

8 プリンター背面の 1_LINE ポートに接続されているプリンター付属の電話コード

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある
場合もあります。

注記：パラレル スプリッターは購入する必要があります。 (パラレル スプリッターは前面に RJ-11 ポ
ートが 1 つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある

2 線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル スプリッターは使用しないでく

ださい。

図 B-16  パラレル スプリッターの例

コンピューターの DSL/ADSL モデムの環境でプリンターをセットアップするには

1. DSL/ADSL フィルタは、DSL/ADSL プロバイダから入手してください。

注記：DSL/ADSL サービスと同じ電話番号を共有している自宅やオフィスの他の場所にある電話

は、追加の DSL/ADSL フィルタに接続して、電話をかけたときにノイズが発生しないようにする

必要があります。

2. プリンターに付属の電話コードの一方の端を DSL/ADSL フィルタに、もう一方の端をプリンター

背面の 1_LINE というラベルの付いたポートに接続します。

注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も
あります。

付属のコードで DSL/ADSL フィルタとプリンターを接続しないと、正常にファクスできないこと

があります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コードとは異なりま
す。

3. DSL/ADSL フィルタをスプリッターに接続します。

4. 留守番電話のコードを壁側のモジュラージャックから抜き、プリンター背面の 2_EXT というラベ

ルの付いたポートに差し込みます。

注記：プリンターに留守番電話を直接接続していないと、送信側ファクスからのファクス トーン
が留守番電話に記録されてしまい、プリンターでファクスを受信できないことがあります。

5. DSL モデムをパラレル スプリッターに接続します。

6. パラレル スプリッターを壁側のモジュラー ジャックに接続します。

7. 少ない呼び出し回数で応答するように留守番電話を設定します。

8. プリンターの [応答呼出し回数] 設定を変更し、呼び出し回数をサポートされている最大数に設定
します

注記：呼び出しの最大回数は、国/地域によって異なります。

9. ファクス テストを実行します。
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電話が鳴ると、設定した呼び出し回数の後で留守番電話が応答し、あらかじめ録音した応答メッセー
ジが再生されます。 この間、プリンターは着信を監視して、ファクス トーンを「リッスン」します。
着信ファクス トーンが検出されると、プリンターはファクス受信トーンを発信してファクスを受信し
ます。 ファクス トーンが検出されないと、プリンターは回線の監視を停止し、留守番電話が音声メ
ッセージを録音できる状態になります。

同じ電話回線を電話とファクスに使用しており、コンピューターの DSL モデムがある場合は、次の手

順に従ってファクスをセットアップします。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。

ケース K: 電話とファクスとコンピューター ダイヤルアップ モデムとボイス メ
ールを一緒に利用する

同じ電話番号で電話とファクスを一緒に受け、この電話回線でコンピューター ダイヤルアップ モデ
ムも利用して電話会社からボイスメール サービスも利用する場合は、次のようにプリンターを設定し
ます。

注記：ファクスと同じ電話番号でボイス メール サービスを利用している場合、ファクスを自動受信
することはできません。 すべてのファクスを手動で受信する必要があります。 受信ファクスの着信
に応答するためにその場にいる必要があります。 ファクスを自動的に受信したい場合は、電話会社に
着信識別の利用を申し込むか、ファクス用に別の電話回線を引く必要があります。

コンピューター モデムとプリンターは同じ回線を使用しているため、モデムとプリンターを同時に使
用することはできません。 コンピューター ダイヤルアップ モデムを経由して電子メールの送信やイ
ンターネットへのアクセスを実行している場合、ファクス機能は使用できません。

コンピューターの電話ポートの数によって、コンピューターを使用してのプリンターのセットアップ
方法が 2 つあります。 はじめる前に、コンピューターの電話ポートが 1 つか 2 つかを確認してくださ

い。

● コンピューターに 1 つの電話ポートしかない場合、図に示すようにパラレル スプリッター (カプ
ラーとも呼びます) を購入する必要があります (パラレル スプリッターは前面に RJ-11 ポートが

1 つ、背面に RJ-11 ポートが 2 つあります。 前面に 2 つの RJ-11 ポート、背面にプラグがある 2
線式の電話スプリッター、シリアル スプリッター、またはパラレル スプリッターは使用しない
でください)。

図 B-17  パラレル スプリッターの例

● お住まいの国または地域が表にあれば、パラレル タイプの電話方式をご使用のはずです。 パラ
レル方式の電話システムの場合、共有する電話機器を本プリンター背面の “2-EXT” ポートを使

用して電話回線に接続できます。
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図 B-18  プリンターの背面図

1 壁側のモジュラージャック

2 プリンター付属の電話コードを使用して 1_LINE ポートに接続します。

国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要があ
る場合もあります。

3 モデム搭載コンピューター

4 電話

電話ポートが 2 つあるコンピューターと同じ電話回線上にプリンターをセットアップするには

1. プリンターの背面の 2_EXT と書かれているポートから白いプラグを抜き取ります。

2. コンピューター (コンピューター ダイヤルアップ モデム) の背面から壁側のモジュラージャック
に差し込まれている電話コードを見つけます。 この電話コードを壁側モジュラージャックから
抜き、プリンター背面の 2_EXT というラベルの付いたポートに差し込みます。

3. 電話をコンピューター ダイヤルアップ モデムの背面の "OUT" ポートにつなぎます。

4. プリンターに付属の電話コードの一方の端を壁側のモジュラージャックに、もう一方の端をプリ
ンターの背面に 1_LINE と書かれているポートに接続します。

注記：国/地域に対して提供されたアダプタ用の付属の電話コードを接続する必要がある場合も

あります。

付属のコードで壁側のモジュラージャックとプリンターを接続しないと、ファクスの送受信が正
常に行われないことがあります。 この専用電話コードは、自宅やオフィスで使用している電話コ
ードとは異なります。

5. モデムのソフトウェアで、ファクスをコンピューターに自動受信するよう設定している場合は、
その設定を解除してください。

注記：モデムのソフトウェアで自動ファクス受信の設定を解除しないと、プリンターでファクス
を受信できなくなります。

6. [自動応答] 設定をオフにします。

7. ファクス テストを実行します。
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ファクス着信に直接応答してください。そうしないとプリンターでファクスを受信できなくなりま
す。

プリンターとオプション機器のセットアップで問題が生じた場合は、お近くのサービス プロバイダ、
またはメーカーにお問い合わせください。
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シリアル方式のファクスのセットアップ
シリアル方式の電話システムを使用してファクス用にプリンターをセットアップする方法の詳細に
ついては、お住まいの国/地域のファクス構成専用 Web サイトを参照してください。

オーストリア www.hp.com/at/faxconfig

ドイツ www.hp.com/de/faxconfig

スイス(フランス語) www.hp.com/ch/fr/faxconfig

スイス(ドイツ語) www.hp.com/ch/de/faxconfig

イギリス www.hp.com/uk/faxconfig

フィンランド www.hp.fi/faxconfig

デンマーク www.hp.dk/faxconfig

スウェーデン www.hp.se/faxconfig

ノルウェイ www.hp.no/faxconfig

オランダ www.hp.nl/faxconfig

ベルギー (オランダ語) www.hp.be/nl/faxconfig

ベルギー (フランス語) www.hp.be/fr/faxconfig

ポルトガル www.hp.pt/faxconfig

スペイン www.hp.es/faxconfig

フランス www.hp.com/fr/faxconfig

アイルランド www.hp.com/ie/faxconfig

イタリア www.hp.com/it/faxconfig
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ファクス設定のテスト
プリンターの状態を確認し、ファクスを使用できるようにプリンターが正しくセットアップされてい
ることを確認するために、ファクス セットアップをテストできます。 ファクスを使用するためにプ
リンターを設定したら、このテストを実行してください。 テストの内容は次のとおりです。

● ファクスのハードウェアをテストする

● 正しい種類の電話コードがプリンターに接続されていることを確認する

● 電話線が正しいポートに接続されていることを確認する

● ダイヤル トーンを検出します。

● 電話回線の接続状態をテストする

● アクティブな電話回線を検出する

テスト結果は、レポートとして印刷されます。 テストに失敗した場合、レポートを参照して、問題の
解決方法を確認し、テストを再実行してください。

プリンターのコントロール パネルからファクス設定をテストするには

1. ご家庭や職場に適した設定方法で、プリンターのファクス設定を行います。

2. テストを行う前に、インク カートリッジを取り付け、給紙トレイに普通紙をセットします。

3. プリンター ディスプレイの ホーム 画面で [上] ボタンと [下] ボタンを押し、[ファクス] を選択し
て [OK] を押します。

4. [設定]、[詳細設定]、[ファクス設定ウィザード] の順に選択し、画面の指示に従います。

プリンターのディスプレイにテストの状態が表示され、レポートが印刷されます。

5. レポートの内容を確認します。

● テストに合格してもファクスの問題が解消されない場合は、レポートに記載されているファ
クス設定を調べて、正しく設定されていることを確認します。 ファクス設定が行われてい
ない、または不適切な場合は、ファクスに問題が発生する可能性があります。

● テストにパスしなかった場合は、レポートで問題の解決方法を確認します。
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